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1年間でここまで進んだ羽曳野市

　昨年7月 25日、市民の皆様から多くのご期待やご声援を賜り、第18代羽曳野市長
に就任させていただきました。市政運営の基本となる「羽曳野市の未来を創る～７つ
の柱～」をお示しし、着実に実行してまいりました。
　まずは身を切る改革として、自らの給与の削減（令和2年度 50％、令和 3年度以降
30％）と今期の退職金を廃止しました。

　不要不急の事業の休止や、懸案であった市民プールを屋内から屋外に
するなどすべての事業を見直し、そのうえで必要な事業には予算をつけ
るなどメリハリのある予算編成を行いました。
　その結果、令和3年度は総事業費の５％（約20億円）の予算を削減
しました。

　自主財源確保の強化を図るために、昨年10月ふるさと納税をより一
層推進する専門チームを設置しました。魅力ある返礼品の充実を図り前
年度の約 3倍の返礼品を用意することができ、令和2年度は前年度の約
3倍の寄附額を全国からいただくことができました。これからもさらに
高い目標を掲げて取り組んでまいります。

　まちの利便性を高めるインフラ整備をはじめ様々な分野で大阪府と細部に
わたり協議を重ねてきました。また吉村大阪府知事とお会いして意見交換を
行い、２月には「ワクチン接種に関する羽曳野モデル」を直接説明し支援を
求めるなどこれまでにない大阪府との連携体制を構築してきました。2025
大阪・関西万博に向け大阪府とさらに連携し、羽曳野市の魅力を国内外へ
PRしていきます。
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身を切る改革から始めた市政運営

すべての事業を見直し、総事業費５％削減を実現

大阪府との連携強化

自主財源を確保するための取り組み

　Facebookを毎日更新・市公式 LINEの運用開始・市公式 YouTubeチャンネルでの
番組「羽曳野市政をはじめから」を配信など、SNSを活用した情報発信を積極的に取り
組んでまいりました。
　各メディアからも取り上げていただける機会が増え、テレビ・ラジオ・ケーブルテレビ・
インターネット番組にも出演させていただき、市の魅力を積極的に発信してまいりまし
た。今後も様々な世代の皆様に楽しんでいただけるようなコンテンツ作りに取り組んでま
いります。

SNS などを利用した情報・魅力の発信

※市民プール完成イメージ



3−はびきの　令和3年（2021年）8月−

1年間でここまで進んだ羽曳野市

　昨年7月 25日、市民の皆様から多くのご期待やご声援を賜り、第18代羽曳野市長
に就任させていただきました。市政運営の基本となる「羽曳野市の未来を創る～７つ
の柱～」をお示しし、着実に実行してまいりました。
　まずは身を切る改革として、自らの給与の削減（令和2年度 50％、令和 3年度以降
30％）と今期の退職金を廃止しました。

　不要不急の事業の休止や、懸案であった市民プールを屋内から屋外に
するなどすべての事業を見直し、そのうえで必要な事業には予算をつけ
るなどメリハリのある予算編成を行いました。
　その結果、令和3年度は総事業費の５％（約20億円）の予算を削減
しました。

　自主財源確保の強化を図るために、昨年10月ふるさと納税をより一
層推進する専門チームを設置しました。魅力ある返礼品の充実を図り前
年度の約 3倍の返礼品を用意することができ、令和2年度は前年度の約
3倍の寄附額を全国からいただくことができました。これからもさらに
高い目標を掲げて取り組んでまいります。

　まちの利便性を高めるインフラ整備をはじめ様々な分野で大阪府と細部に
わたり協議を重ねてきました。また吉村大阪府知事とお会いして意見交換を
行い、２月には「ワクチン接種に関する羽曳野モデル」を直接説明し支援を
求めるなどこれまでにない大阪府との連携体制を構築してきました。2025
大阪・関西万博に向け大阪府とさらに連携し、羽曳野市の魅力を国内外へ
PRしていきます。

山
入
端
市
政
一
年
の
歩
み
と
こ
れ
か
ら
イメージ

身を切る改革から始めた市政運営

すべての事業を見直し、総事業費５％削減を実現

大阪府との連携強化

自主財源を確保するための取り組み

Facebookを毎日更新・市公式 LINEの運用開始・市公式 YouTubeチャンネルでの
番組「羽曳野市政をはじめから」を配信など、SNSを活用した情報発信を積極的に取り
組んでまいりました。
　各メディアからも取り上げていただける機会が増え、テレビ・ラジオ・ケーブルテレビ・
インターネット番組にも出演させていただき、市の魅力を積極的に発信してまいりまし
た。今後も様々な世代の皆様に楽しんでいただけるようなコンテンツ作りに取り組んでま
いります。

SNS などを利用した情報・魅力の発信

※市民プール完成イメージ

　羽曳野で安心して子育てができるよう、子育て世帯の負担軽減を目的に子どもの
医療費助成を 18 歳まで拡充し、未就学児に係る国民健康保険料の均等割減免を国
の施策より１年早く実行しました。
コロナ禍において、市独自の様々な施策にも取り組んできました。子育て支援として、
令和３年度の小学校給食費の無償化、中学校給食費を半額にしました。２月には、はび
きのコロセアムで高齢者の方々に実際に参加していただき、本番さながらにワクチン集団接種シミュレーションを行
いました。その成果もあり５月からのはびきのコロセアムでの集団接種は順調に進み、高齢者の接種率は大阪府内で
もトップクラスで、接種した皆さんからもスムーズに接種を終えることができて良かったとの声を多数いただきまし
た。また、家族内感染を防止するため全国でも珍しい市営住宅の一時利用をはじめ、コロナ禍で女性の負担軽減を図
るため生理用品の配布、子育て世代へは離乳食や粉ミルクの配布を実施しました。さらに療育手帳等をお持ちの方な
どで集団接種会場でのワクチン接種に不安がある方に大阪府立西浦支援学校を会場とし
てお借りして接種できるようにしました。
　地域経済活性化のため Thanks．グッジョブ・チケットの配布（商工会への補助事業）
を行っています。8月からはキャッシュレス決済還元事業や、防災意識を高めるために、
防災セット販売（購入補助事業）を実施してまいります。

皆さんへのメッセージ

市独自施策の実行

　羽曳野市は都心から近く、自然豊かでとてもポテンシャルの高いまちです。この立地を活か
し「企業誘致をして雇用を増やし、定住人口の増加を促進してまいりたい。そして、人口減少
に歯止めをかけ、税収を増やし、市民の皆様が求める施策を行なっていく。」このような好循
環を創り出していきたいと考えています。市民の皆様が住んでよかったまち、住み続けたいま
ちと身近に思っていただけるよう、これからも市民の皆様の声を大切に、市政運営に全力で取
り組んでまいります。

民間事業者等との連携

　企業、大学、各種団体などと連携を強化するため、この 1年間で災害協定や
包括連携協定を計 13 件締結することができました。災害時の応援・協力や地域
課題や社会的課題の解決に取り組みます。また、民間事業者から行政との連携に
関する相談や提案を一元的に受け付ける窓口として羽曳野市公民協創デスクを設
置しました。さらに、コロナ禍において事業者から多数の寄贈もいただいており
有効に活用させていただいています。

このような取り組みも行いました
・市役所総合案内設置

・陵南の森公民館に
健康器具設置

・ICT ツールの導入
・GIGA スクール構想の推進
・産婦健診助成　・妊婦歯科健診助成
・防犯カメラ設置に対する補助金の拡充　 など

・地域区長懇談会の開催

は
じ
め
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－ 集団接種の予約はこちらから －
①羽曳野市新型コロナワクチン接種コールセンター
　（予約やコロナワクチンに関する相談）

☎ 0570-002-750（平日のみ 9:00 ～ 17:15）

②市公式LINE
から予約

③市ウェブサイト
から予約

新規ワクチン予約の一時休止について
　本市におけるコロナウイルスワクチン接種は、皆様のご協力により 7 月初旬には高齢者の 1 回目の接種を 8 割以上の方に、
2 回目の接種を 7 割以上の方に終えていただくことができました。あわせて、接種を希望する 64 歳以下の一般の方への接種
につきましても、9 月末で終えられる体制を整え、これまで順調に進めてきたところです。
　しかしながら、国からのワクチンの供給が不安定となり、市民の皆様には大変ご迷惑をおかけしております。現在、予約の
一部制限などにより、これまでのように接種していただくことが困難な状況です。
　早期の集団免疫獲得のため、安心した接種体制を継続させるため、引き続き国・府に対し必要なワクチンの供給を行うよう
要望してまいります。

12歳～ 15歳の予約開始日について

市内幼稚園、小学校の子どもたちが医療従事者への感謝の気持ちを込めて作成
したメッセージボードを掲げてスタッフ全員で写真を撮りました。
はびきのコロセアムでの集団接種にご協力いただいた皆さま、ありがとうござ
いました。

12 歳～ 15 歳の方に対しての接種券送付は、７月中を予定しておりましたが、今般の国・府から市町村へのワクチン供給が滞っている
ことから接種券の送付を見合わさせていただいております。接種券が届かず、ご迷惑をおかけしておりますが、ご理解賜りますようお願
いいたします。ワクチンの接種再開が可能となりましたら順次送付いたしますので、いましばらくお待ちいただけますようお願いいたし
ます。

はびきのコロセアムでの集団接種が
最終日を迎えました

今後の集団接種の予約について

ワクチン供給の見通しがつきましたら、集団接種を直ぐに再開できるよう会場は整えております。
予約の際は、次の 3 通りで予約が可能です。集団接種の日程は市ウェブサイトまたは広報 7 月号をご覧ください。

【接種会場でのお願い】
特別な事情（介助が必要な人など）を除いて、接種者以外の人の来所はご遠慮ください。付き添いの方も発熱および体調不良の場合は来所
を控えてください。感染予防の観点からやむを得ない場合を除き、お子様を連れての来場はお控えください。

【接種会場での注意点】
四天王寺会場につきましては、１階から２階への移動は階段となります。歩行の困難な方については、イズミヤ古市店、陵南の森総合セン

ター、市役所総合福祉センターでの接種をご検討ください。各会場への直接の問い合せ、キャンセル等はお控えください。
なお、当日のキャンセルにつきましては☎ 072-957-3320（9：00 ～ 17：15）にご連絡ください。

【四天王寺大学へのアクセスについて】
ご乗車の際に接種券を提示していただくと乗車料金が無料となる、近鉄バスによる特別バスの運行を 1 時間に 2 本運行いたしますのでご活

用ください。時刻表など詳しくはウェブサイトをご覧ください。

　

集団接種会場：イズミヤ古市店　市役所総合福祉センター　陵南の森総合センター　四天王寺大学

羽曳野市長

←四天王寺大学への
　バスの時刻表はこちら
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　新型コロナウイルスワクチンを 2 回接種された市民の方に、市内の
取扱店で使用できる商品券（2,000 円分）をお渡しします。

＜受取場所＞
　市内の郵便局、商店
など 27 カ所。詳細は、
商工会ウェブサイトま
たは商工会へお問い合
わせください。

＜受取期間＞
令和 4 年 1 月 31 日まで

＜使用期間＞
令和 4 年２月 28 日まで

　コロナ禍の影響を受けた市域経済の活性
化および非接触型のキャッシュレス決済の
利用による感染防止の推進を目的に、スマ
ートフォンを利用したキャッシュレス決済
ポイント還元事業を実施します。

＜問合せ＞ KDDI コールセンター
　　　　　 ☎ 0120-094-524

【決済サービス】au PAY
【キャンペーン期間】8 月 16 日㈪～ 9 月 30 日㈭
　※予算の都合上、キャンペーン期間が変更する場合が
　　あります。

【還元率】20％
【還元額上限】1 回の決済につき 1,000 円　
　　　　　　  期間中合計 5,000 円

■事業者よおび利用者向けに説明会（予約不要）
　８月 10 日㈫…陵南の森公民館第 1 研修室
　８月 11 日㈬…羽曳野市役所本館１階ロビー
　９月７日㈫…陵南の森公民館第 1 研修室
　９月 8 日㈬…羽曳野市役所本館４階北会議室
　各日 10:00 ～ 16:00

＜受取方法＞
　「予防接種済証」または医療従事者用の

「接種記録書」を受取場所へ持参ください。

＜問合せ＞ 羽曳野市商工会グッジョブ事務局
軽里 1-1-1（ LIC はびきの 1 階）　☎ 072-958-2331　FAX 072-956-1950

■接種記録書（医療従事者用）

ポポイインント還元ト還元
キャキャンペーン！ンペーン！

キキャャッッシシュュレレス決済ス決済でで
20％20％
付付与与

■予防接種済証

羽曳野市商工会
QR コード

合同開催敬敬
  老老　　会会

金金婚婚
祝賀会祝賀会 ○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、座席数を制限し、2 部制で開催します。

   感染状況で開催を中止、あるいは開催形態を見直す場合があります。

【問合せ】福祉総務課（内線 1121）　〒 583-8585 誉田 4-1-1

【とき】9 月 20 日㈪　
　≪第１部≫ 10:00 ～ 11:30　
　≪第２部≫ 13:00 ～ 14:30

【会場】LIC はびきの ホール M

金婚祝い対象者
�　市内居住で住民登録し、過去に申請がなく（下記①②いずれかに該当）
　①昭和 46 年 10 月 1 日以前に婚姻届を提出した方
　②実際に婚姻してからの年数が 50 年以上であることを証明できる夫婦

～ 記念写真を撮影しお渡しします（無料）～
　金婚祝賀会に出席されず記念写真のみ撮影することも可能です。希望される方は、
　同申請書にてお申し込みください。撮影は10月の予定です。詳細は申込時にご案内します。

入替制にて
開催します

・応募多数の場合は抽選です

市内 4 カ所からシャトルバスを運行
陵南の森、丹治はやプラザ、MOMO プラザ、石川プラザ
※交通状況、乗車定員等により、開演に間に合わない場合もあります。

【内容】金婚祝賀式典、敬老式典、
　　　 演芸 : 出演者 / 生駒尚子（歌謡ショー）
                              田渕岩夫（ものまね漫談）、
                              大木こだまひびき（漫才） 
 ※出演者は予告なく変更する可能性があります。

【申込】8 月 2 日㈪～ 18 日㈬までに申請書を福祉総務課（市役所別
　館 1 階）窓口へ提出または郵送ください［郵送：8 月 18 日㈬ 必着］
　申請書設置場所：福祉総務課、支所、陵南の森、MOMO プラザ、
　　　　　　　　　丹治はやプラザ、 石川プラザ、人権文化センター

敬老会対象者
�　市内在住の 60 歳以上の方

・入場無料

�※上記対象のどちらかしか応募できません。金婚祝いの申請には証明す
　る書類が必要です。

大木こだまひびき
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　この訓練は、携帯電話に訓練情報を送
信（大阪府から 13:33 頃 / 羽曳野市から
13:35 頃）します。地震発生時に、どの
ように情報を入手し、行動するかを考える
きっかけです。この機会に、防災訓練の参
加や災害時の初動の大切さについて理解を深めましょう。

≪注意事項等≫
■緊急地震速報のブザー音ではありません。
■�マナーモードでも着信音が鳴ります。映画館などでは電

源を OFF にしてください。
■大阪府全域向けのメール送信に続いて、本市より 13:35
　頃に２回目の訓練メールを送信します。
※携帯電話の対応機種については、各携帯電話会社にお問
　い合せください。
■『エリアメール／緊急速報メール』に対応していない機
　種をお持ちの方は、以下をご利用ください。
　・おおさか防災情報メール（登録者のみ）
　・Yahoo! JAPAN「防災情報」アプリ（登録者のみ）
　・NTT ドコモ「地震防災訓練」アプリ（登録者のみ）

≪訓練の目的≫
　一人ひとりが事前に考え、行動し、再確認するための
訓練です。（※新型コロナウイルス感染症対策として「新
しい生活様式」を取り入れた避難行動等も考え、実践する。）
≪日頃からの備え≫
　■�背の高い家具は留め具で固定し、家の中に「安全空間」

を作りましょう。
　■�非常持ち出し品（ラジオ、懐中電灯などは電池も点検、

新型コロナウイルス感染症対策用品（マスク、アル
コール消毒液、体温計など））を玄関に準備しましょう。

　■�避難後に再会する場所を決めておきましょう。

※�新型コロナウイルス感染症の拡大や災害等により、訓練を中止する場合があります。

≪問合せ≫
　 問問 大阪府（代表）　☎ 06-6941-0351
　 府民お問合せセンター　☎ 06-6910-8001
　 ※当日は、電話がつながりにくくなることがあります。
　　 事前にお問い合わせください。
　 府ウェブサイト［大阪 880 万人訓練］検索
　 （市役所）災害対策課　☎ 072-958-1111

主催：大阪 880 万人訓練実行委員会99月33 日（金）13:30 開始

大阪
880万人
訓練

感染防止・防災セット購入補助事業を実施

取り付けていますか？ 住宅用火災警報器

　市民の皆様の防災に対する自助を促進するため、感染防止・防災セット
（1 世帯につき１セット）の購入案内書、申込券を送付します。

≪購入を希望される世帯≫ 
　案内書に記載しています
　○各郵便局　○公共施設　○今回の事業にご協力いただける商店 へ
　申込券と 1,000 円（現金のみ）を添えてお申し込みください。
　申込後、委託業者より『感染防止・防災セット』を配送いたします。

［新築］平成 18 年 6 月から義務　［既存］平成 23 年 6 月から義務

　平成 23 年 6 月以降、既存住宅を含めたすべての住宅（共同住宅含む。）に住宅用火災警
報器の設置が義務付けられました。

≪既に設置されている方は≫
　10 年を目安に本体交換または電池交換が必要です。

≪問合せ≫　　
　柏原羽曳野藤井寺
　消防組合消防本部
　予防課　
　☎ 072-958-9928

≪問合せ≫ 災害対策課

義務義務
  でですす！！

≪悪質な訪問販売に注意 ‼ ≫　　　　　　　　　　
　「消防署の方から来ました。」「消防署の許可をもらっています。」
　　　●消防職員や消防団員が、戸別訪問し販売することはありません！
　「これは特別価格です。」「これが指定の商品です。」
　　　●消防署が商品を指定することはありません！
　　　　※安価な住警器でも、法外な取付費用を請求される場合があります。
　　　　※購入は、　　　マーク（国家検定合格表示）の付いているものを ‼

非常 用
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職 種 区 分 採用予定人員 　年 齢 受 験 資 格

事務職 上級 ５人程度 平成３年４月２日以降
に生まれた方

学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業しているか、令和４年３月
31 日までに卒業見込みの方

事務職 初級 ２人程度 平成 12 年４月２日以降
に生まれた方

学校教育法による高等学校を卒業しているか、令和４年３月 31 日までに卒
業見込みの方

事務職
（社会福祉） 上級 ３人程度

昭和 56 年４月２日以降
に生まれた方

社会福祉士資格、精神保健福祉士資格、社会福祉主事任用資格のうちいずれ
かを有しているか、令和４年３月 31 日までに取得見込みの方で、大学卒業
程度の学力を有する方

技術職
（土木） 上級 ３人程度

次の要件のいずれかを満たす方
①学校教育法による大学（短期大学を除く）において土木を専攻する学部・
　学科を卒業しているか、令和４年３月 31 日までに卒業見込みの方 
② 1 級土木施工管理技士資格を有しているか、令和４年３月 31 日までに取
　得見込みの方で、大学卒業程度の学力を有する方

技術職
（建築） 上級 3 人程度

次の要件のいずれかを満たす人
①学校教育法による大学（短期大学を除く）において建築を専攻する学部・
学科を卒業しているか、令和４年３月 31 日までに卒業見込みの人
②１級建築士免許を有しているか、令和４年３月 31 日までに取得見込みの
人で、大学卒業程度の学力を有する

技術職
（電気） 上級 ２人程度

次の要件のいずれかを満たす方
①�学校教育法による大学（短期大学を除く）において電気を専攻する学部・

学科を卒業している方
②�第一種電気工事士資格を有しているか、令和４年３月 31 日までに取得見

込みの方で、大学卒業程度の学力を有する方

保健師 ３人程度 昭和 61 年４月２日以降
に生まれた方 保健師免許を有しているか、令和４年３月 31 日までに取得見込みの方

幼稚園教諭
保育士 ３人程度 平成３年４月２日以降

に生まれた方
保育士（国家戦略特別区域限定保育士を含む）資格と幼稚園教諭免許の両方
を有しているか、令和４年３月 31 日までに両方の資格を取得見込みの方

羽曳野市職員募集（令和４年４月１日採用）
　詳しくは、８月 11 日㈬から市ウェブサイトに掲載する「職員採用試験実施案内」をご覧ください。
　郵便で請求する場合は、人事課あてに、封筒（大きさ不問）に「職員採用試験実施案内請求」と朱書し、
必ず返信用封筒（請求者の郵便番号、住所、氏名を明記し 140 円切手を貼った封筒［角形２号封筒程度］）
を同封の上、郵送してください。

【案内請求・申込・問合せ】〒 583-8585　羽曳野市誉田４-1-1　市役所本館 3 階　人事課

【申込・試験・問合せ】  
　柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部  総務課  人事係
　☎ 072-958-9926
　〒 583-0015　藤井寺市青山 3-613-8
　※詳細は当消防本部ウェブサイトまで。

【採用予定日】令和 4 年 10 月 1 日
【試験要綱配布期間および場所】
　［期間］8 月 27 日㈮まで
　［場所］ 当消防本部および各署所
　※当消防組合ウェブサイトからもダウンロード可。

【願書受付期間】※原則、郵送のみ
　［期間］7 月 30 日㈮～ 8 月 27 日㈮（同日消印有効）

【試験日】
　［一次試験］9 月 19 日㈰　教養試験・体力試験
　※新型コロナウイルス感染症による影響、申込人数
　　や天候などで、日程が変更となる場合があります。
　［二次試験］10 月中旬予定　論文、集団討論、面接、
　　身体検査
　※一次試験合格者に対し二次試験を実施

【案内配付場所・期間】 市役所本館 3 階人事課・1 階総合案内および支所　８月 11 日㈬～ 25 日㈬ 9:00 ～ 17:30
【受付】［郵送］８月 11 日㈬～ 24 日㈫（同日消印有効）　［持参］８月 11 日㈬～ 25 日㈬ 9:00 ～ 17:30
【1 次試験日程】  ［事務職（上級・初級）］9 月 19 日㈰ 筆記試験［その他の職種］指定期間内に最寄りのテストセンターにて受験

職 種 採用予定人員 受 験 資 格

消防吏員Ａ
消防吏員Ａ・Ｂ

合わせて
3 人程度

平成８年４月２日以降に生まれ、令
和４年３月までに大学を卒業（見込
み）の方

消防吏員Ｂ
平成１０年４月２日以降に生まれ、
令和４年３月までに高校・短期大学・
高等専門学校を卒業（見込み）の方

柏原羽曳野藤井寺消防組合  消防吏員募集柏原羽曳野藤井寺消防組合  消防吏員募集
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街かどから・・・

ビュースポットおおさかに
「鉢伏山西峰古墳」が選定されました
　「第 2 回ビュースポットおおさか募集」が実施され、新
たに「鉢伏山西峰古墳」を含む 26 カ所が選定されました。
　これに伴い、大阪府では「ビュースポットおおさか」に
訪れた方が、写真または動画を撮影し応募すると、抽選
で景品がもらえる「ビュースポットおおさか景観フォトラ
リー」の開催が秋
頃に予定されてい
ますので、ぜひご
参加ください。

平和の象徴
　被爆に耐え、現在も生き続ける広島のアオギリと長崎の
クスノキの被爆樹木の苗木が植樹から６年たちました。こ
れらは、終戦から 70 年の節目となる平成 27 年に譲り受
けた苗木で、はじめは幹が細く、添え木や水やりなど心配
が尽きませんでしたが、幹も太く、葉も大きく育ってきま
した。これからも市民の皆様とともに、この平和の象徴を
大切に育ててまいりたいと思います。

▶
広
島
の
被
爆
ア
オ
ギ
リ
二
世

　（
陵
南
の
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）

～高鷲駅前ロードギャラリー～
　高鷲駅前に高鷲南小学校の子どもたちが育てたベゴニア
が咲いています。子どもたちが、小さな苗から大切に育て
ていたときの様子を絵に描いてくれました。高鷲駅南側３
カ所に展示しています。どうぞご覧ください。

百歳花束の贈呈
　6 月 25 日㈮と 29 日㈫に、山入端市長が市内在住の百歳を迎えられた 3 人の方々を訪問し、ご長寿をお祝いして花束を
贈呈しました。これからもお元気で健康な日々をお過ごしになりますようお祈りいたします。
※写真撮影時以外はマスクを着用し、必要な感染防止対策を徹底しています。

眞銅 春子 様 市口 博 様 中島 豊子 様

東京 2020 パラリンピック
聖火リレートーチを展示します！
　6 月上旬～ 8 月末にかけてパラリンピック聖火リレー
トーチが大阪府内 35 市町村で巡回展示されます。
本市で見ることができるのは下記の 2 日間です。ぜひご覧
になってパラリンピックを身近に感じてください。

［とき］8 月 26 日㈭ 9:00 ～ 17:30
　　　 8 月 27 日㈮ 9:00 ～ 16:00

［場所］市役所本館 1 階ロビー
※観覧者が多数の場合、観覧制限をする場合があります。
※トーチに触れることはできません。
※写真・動画撮影は可能です。

［問合せ］スポーツ振興課

▶
長
崎
の
被
爆
ク
ス
ノ
キ
二
世

　（
は
び
き
の
コ
ロ
セ
ア
ム
）

（
展
示
例
）

詳細はこちら
（大阪府ウェブサイト）
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・・・TOPICS

ご寄贈
ありがとうございます

< 伊賀 > < 東阪田 >

母親の
未歩さん

母親の
泉美さん

母親の
紫さん

加
か と う

藤 晴
はるひ

ちゃん

誰にでも笑顔の颯大
これからも素敵な笑顔を皆に見せてね♥

我が家のプリンス★
これからも元気にすくすく育ってね！

弟といつまでも仲良くね♪
いつもありがとう♥

< 南恵我之荘 >
村
むらかみ

上 雄
ゆ う ま

真ちゃん 橋
は し だ

田 颯
そ う た

大ちゃん

令和 2 年 4 月 12 日 生まれ平成 30 年 1 月 9 日 生まれ 令和 2 年 11 月 30 日 生まれ

ここ
ん
に
ん
に
ちち
はは

あ
か
ちち
ゃゃ
んん

深紫外線照射殺菌器深紫外線照射殺菌器 花の寄贈と展示花の寄贈と展示

▶
株
式
会
社
R
M
D
C 

様

　
株
式
会
社
西
山
製
作
所 

様

　（
6
月
23
日
）

▶
N
P
O
法
人
花
利
メ
モ
リ
ア

ル
成
就 

様
（
6
月
28
日
）

関係機関に配付し、
大切に使わせてい
ただきます。

山入端市長が特別講義をしました
　7 月 7 日㈬、四天王寺大学にて「地域活性化概論」科目
における特別講義を行いました。
　まちづくりへの思いや、取り組み、また、羽曳野市が求
める人材などをお話しさせていただきました。質疑では学
生ならではの質問や意見をいただき、羽曳野市へのイメー
ジが分かり、貴重な時間を共有できました。
　四天王寺大学とは包括的連携協定を締結しており、さま
ざまな活動を通して、互いに支援、協力を行っています。

世界遺産登録 2 周年
　「百舌鳥・古市古墳群」世界遺産登録 2 周年記念として、
市役所ギャラリーで特別展示を行っています。市内の貴重
な文化財や、ユネスコより交付された世界遺産登録証（複製）
等を展示しています。ギャラリー壁面には古市古墳群の大
型写真が掲示され、記念撮影もできます。登録 2 周年に当
たる 7 月 6 日（火）には、来場された方に特製の缶バッジ
やクリアファイルがプレゼントされました。

ワクワクの埴輪づくり
　7 月 4 日㈰、もずふる応援隊の「河内こんだハニワの
里 大蔵屋」にて世界遺産登録 2 周年を記念した、『ハニワ
部長と一緒に埴輪づくり体験』が開催されました。古代人

（羽曳野市役所職員）による文化財展示室での解説や、堺
市ハニワ部長・CHO との埴輪づくり体験など盛りだくさ
んの内容でした。参加者の方は、「埴輪作りをして古墳時
代と同じ時間を共有できた気持ちになりました。」と楽し
い時間を過ごされました。
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市役所保険年金課　☎ 072-958-1111  内線1720  
天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531  ＦＡＸ 06-6772-3338

　高温多湿となる日本の夏は、体調を崩しがちです。
高い湿度のため汗が気化しにくくなり体温調節機能が
うまく働かず、体力の低下や食思不振が見られるよう
になります。そこで、睡眠、運動の習慣、食事の 3
つの観点から夏バテ対策について考えてみましょう。
　良質な睡眠のために、熱帯夜の時などは冷房や扇
風機を上手く使用しましょう。冷やしすぎは起床時の
だるさの原因になるので、冷房の設定温度は 28℃を
目安にしましょう。
　人の体は、汗をかくことで体内の熱を逃がして体温
調節をしています。適度な運動で汗をかくことは、暑
さと冷房で狂いがちな体温調節機能の改善につなが
ります。気温の高い日中を避けて、ウォーキングなど
を定期的に行いましょう。
　暑くなると食欲がおちてしまいます。しょうがや大
葉などの香味野菜、カレーなどの香辛料を使った料
理は食欲増進作用があり効果的です。暑さのために
冷たい食べ物・飲み物を選びがちですが、胃腸を弱
めてしまうこともあるため、温かい食べ物・飲み物を
意識してとるようにしましょう。
　自分にあった夏バテ解消法を取り入れて、暑さに負
けずに過ごしたいものです。
　　　　　　　　　　　　　　土屋医院　土屋英人

夏バテ対策について夏バテ対策について
　四肢や顔面への鍼刺激によって、大脳皮質の
血流が増加します。この反応は、積極的な脳血
管の拡張によって誘発されるものです。大脳皮
質や海馬には、アセチルコリンを使って情報を
伝達する神経（コリン作動性神経）が豊富に分
布しており、このアセチルコリンには、脳血管を
拡張させる働きがあります。鍼による刺激には、
コリン作動性神経を活性化してアセチルコリン
を増やし、脳血管を拡張させる作用があるとわ
かっています。
　アルツハイマー病で著しく変性するコリン作動
性神経には、神経成長因子の分泌を高める働き
や、虚血性障害から神経細胞を守る働きもある
ことから、鍼刺激でコリン作動性神経を活性化
することは、脳血管障害の予防やアルツハイマ
ー病の予防につながる可能性があると考えられ
ます。

（はびきの鍼灸マッサージ師協会）　☎ 072-958-5764

  【問合せ】■天王寺年金事務所  ☎ 06-6772-7531（代）
  [平　日 ] 8:30 ～17:15 ※週初めの開所日は19:00 まで
  [ 第２㈯ ] 9:30 ～ 16:00
  ※電話は自動音声案内です。5 で所員が対応します。
  ※繋がりにくい場合は、お手数ですが時間をおいてから
　  おかけ直しください。 　 

●国民年金保険料は口座振替による前納・早割をすると、納付書(現金)
　およびクレジットカードで納めるより割引額が多く大変お得です。
●前納の種類は 2 年前納（4 月～翌々年 3 月分）、1 年前納（4 月～   
　翌年 3 月分）、6 カ月前納（4 月～ 9 月分・10 月～翌年 3 月分 ) の
　3 種類です。
　◆口座振替での令和３年度分６カ月前納（10 月～翌年 3 月分 ) の
　　新規お申込みは、令和３年８月中にお願いします。【年金事務所必着】
　　※既に口座振替をされている方は、お手続き不要です。
●国民年金保険料の納付期限は翌月末ですが、当月末に口座振替する
　方法のことを早割といいます。早割は月50円 (年間600円 )お得で、
　随時受付しています。
●申込用紙は、保険年金課年金担当の窓口にご用意しています。
　（日本年金機構のウェブサイトからも印刷可能です。）

◆提出先：金融機関または年金事務所
◆必要なもの：基礎年金番号がわかるもの・通帳・届出印

※詳しくは、年金事務所へお問い合わせください。

　年金生活者支援給付金は、消費税率引き上げ分を活用し、公的
年金を含めても所得が低い方の生活を支援するために、年金に上乗
せして支給するものです。毎年、引き続き支給要件に該当している
かどうか、受給者本人および世帯員の前年所得情報を確認し、該当
すれば継続して支給となります。

※制度改正により、支給対象期間が変更されることとなりました。
　＊令和２年度：令和元年中の所得に基づいて審査
　　支給対象期間『令和２年８月分から令和３年９月分まで（14カ月分）』
　＊令和３年度：令和２年中の所得に基づいて審査
　　支給対象期間『令和３年１０月分から令和４年９月分まで（12カ月分）』

老齢・障害・遺族基礎年金を受給している方で、令和３年度において、
所得額が前年より低下したことなどにより、新たに年金生活者支援
給付金の支給対象となる方には、令和３年９月頃から順次、日本年
金機構から簡易な年金生活者支援給付金請求書（はがき型）が送
付される予定です。
※既に年金生活者支援給付金を受給している方は、お手続き不要です。
※原則、お手続きいただいた翌月分から支給の対象となりますので、　
　速やかに請求手続きをお願いします。
☞給付金専用ダイヤル　 　　　 ☎ 0570-05-4092
◆ 050から始まる電話からは　☎ 03-5539-2216

　ねんきんネットは、インターネットを通じて年金の情報を手軽に
確認できるサービスです。24 時間いつでもどこでも、パソコンや
スマートフォンから年金情報を確認することができます。
●「ねんきんネット」で出来ること
　◆ご自身の年金記録の確認　◆電子版「ねんきん定期便」の閲覧
　◆将来の年金見込額の確認　 ◆各種通知書の確認   など
＊ご利用登録は、日本年金機構のウェブサイトをご覧ください。
＊マイナンバーカードがあれば、マイナポータルからアクセスできます。

口座振替での国民年金保険料の納付（一番おトクな納付方法）

年金記録をいつでも閲覧できる「ねんきんネット」が便利です！

 年金生活者支援給付金制度について

日本年金機構
ウェブサイト
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○中央図書館（LIC はびきの内）  軽里 1-1-1               ☎072-950-5501
○陵南の森図書館                    島泉 8-8-1               ☎072-952-2750
○羽曳が丘図書館                    羽曳が丘西 2-5-1      ☎072-957-5553
○丹比図書館                          樫山 251-1              ☎072-937-2355
○東部図書館                          古市 1541-1            ☎072-950-2002
○古市図書館 ☎072-958-0050 ㈬㈭㈮㈯㈰ 10:00 ～ 17:30
○ブックステーションはびきのコロセアム ☎072-937-7210 ㈫㈭㈮ 13:30 ～ 16:30

●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）

『空とぶ馬と七人のきょうだい』
イチンノロブ・ガンバートル／文　
バーサンスレン・ボロルマー／絵　
津田　紀子／訳　廣済堂あかつき
鳥の王ハンガリドにさら
われた王女たちを取り戻
せ！草原に住む七人の兄
弟が、それぞれの特技を
活かして大活躍。北斗七
星がどうしてできたのか
を伝えるモンゴルの民話
絵本です。

『琥珀の夏』
辻村　深月／著　文藝春秋
かつてのカルト団体の施
設跡地で子どもの骨が発
見されたというニュース
に、主人公の幼い日の記
憶が蘇える。見つかったの
は、私がよく知るあの子な
のか？事件の真相は…。

☆ 読んでみませんか？

　

　最
さい

近
きん

、LGBT という言
こと

葉
ば

を目
め

にする機
き

会
かい

がふえてきました。これは
L  ：レズビアン（女

じょ
性
せい

の同
どう

性
せい

愛
あい

者
しゃ

）
G：ゲイ（男

だん
性
せい

の同
どう

性
せい

愛
あい

者
しゃ

）
B ：バイセクシュアル（両

りょう
性
せい

愛
あい

者
しゃ

）
T ：トランスジェンダー（出

しゅっ
生
しょう

時
じ

に診
しん

断
だん

　　された性
せい

と自
じ

認
にん

する性
せい

との不
ふ

一
いっ

致
ち

）
の頭

かしら
文
も

字
じ

をとったもので、性
せい

的
てき

マイノ
リティを表

あらわ
す言

こと
葉
ば

です。
　最

さい
近
きん

では、ここに「Q：クイアやク
エスチョニング」（自

じ
分
ぶん

の性
せい

別
べつ

がわから
ない、決

き
めていない、決

き
まっていない）

などが加
くわ

わり、「性
せい

自
じ

認
にん

」のあり方
かた

がよ
り多

た
様
よう

化
か

しています。
　「性

せい
」そのものが身

か
体
らだ

の機
き

能
のう

だけでな
く、「心

こころ
」や「考

かんが
え方

かた
」の多

た
様
よう

性
せい

を掛
か

け
合
あ

わせた結
けっ

果
か

発
はつ

現
げん

するもの、ということ
が言

い
えるのであれば、当

とう
然
ぜん

「男
おとこ

」「女
おんな

」
の２つでは足

た
りるはずもなく、さまざ

まな「性
せい

」が存
そん

在
ざい

することになります。
　ですが、マイノリティとされている
LGBTQ の人

ひと
々
びと

は、日
にち

常
じょう

的
てき

に偏
へん

見
けん

や差
さ

別
べつ

の対
たい

象
しょう

とされ、職
しょく

場
ば

や学
がっ

校
こう

でも協
きょう

力
りょく

を得
え

られることが少
すく

ないばかりか、自
じ

分
ぶん

の性
せい

自
じ

認
にん

について、家
か

族
ぞく

にすら相
そう

談
だん

できない状
じょう

況
きょう

の人
ひと

もいて、当
とう

事
じ

者
しゃ

にと
って、「生

い
きづらい」世

よ
の中

なか
になってし

まっています。
　世

せ
界
かい

に目
め

を向
む

けると、法
ほう

的
てき

に同
どう

性
せい

婚
こん

が認
みと

められた国
くに

がいくつもある反
はん

面
めん

、
過
か

去
こ

の統
とう

治
ち

環
かん

境
きょう

や宗
しゅう

教
きょう

上
じょう

の理
り

由
ゆう

などか
ら、現

げん
在
ざい

でも違
い

法
ほう

とされている国
くに

があ
ります。
　日

に
本
ほん

では法
ほう

律
りつ

上
じょう

、同
どう

性
せい

の婚
こん

姻
いん

は認
みと

め
られておらず、自

じ
治
ち

体
たい

がそれぞれの判
はん

断
だん

において「パートナーシップ制
せい

度
ど

」
を導

どう
入
にゅう

しているのが現
げん

状
じょう

です。しかし、
導
どう

入
にゅう

自
じ

治
ち

体
たい

は100 程
てい

度
ど

、法
ほう

的
てき

な不
ふ

利
り

を埋
う

められるものではなく、あくまで
「二

ふた
人
り

は家
か

族
ぞく

である」ことの宣
せん

誓
せい

を行
おこな

い、
行
ぎょう

政
せい

はそれを公
こう

的
てき

に証
しょう

明
めい

するという趣
しゅ

旨
し

であるようです。
　そんな日

に
本
ほん

では先
せん

般
ぱん

、「性
せい

的
てき

指
し

向
こう

およ
び性

せい
同
どう

一
いつ

性
せい

に関
かん

する国
こく

民
みん

の理
り

解
かい

増
ぞう

進
しん

に
関
かん

する法
ほう

律
りつ

」の法
ほう

案
あん

について、国
こっ

会
かい

へ
の提

てい
出
しゅつ

にむけて調
ちょう

整
せい

が行
おこな

われていまし
たが、残

ざん
念
ねん

ながら今
こん

期
き

の提
てい

出
しゅつ

は見
み

送
おく

ら
れました。
　ある調

ちょう
査
さ

によると、日
に

本
ほん

には LGBTQ
の人

ひと
々
びと

が約
やく

９％おられるという結
けっ

果
か

が
出
で

ています。11 人
にん

に１
ひと

人
り

は LGBTQ で
ある、ということになります。
　法

ほう
務
む

省
しょう

もホームページを開
かい

設
せつ

して性
せい

の多
た

様
よう

性
せい

に関
かん

する理
り

解
かい

の促
そく

進
しん

をはじめ
たところではありますが、理

り
解
かい

が進
すす

ま
ない中

なか
で、私

わたし
たちの周

まわ
りでも誰

だれ
かが、

差
さ

別
べつ

や偏
へん

見
けん

に苦
くる

しんでいるかもしれま
せん。
　みんなが安

あん
心
しん

して生
せい

活
かつ

できる社
しゃ

会
かい

に
していくために、まず知

し
ることから始

はじ

めましょう。

羽
は

曳
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野
の

市
し

人
じん

権
けん

啓
けい

発
はつ

推
すい

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

『はじめての夏とキセキのたまご』
麻生　かづこ／作
酒井　以／絵　ポプラ社
両親の転勤で嫌々やっ
てきた、なんにもない
田舎町。私は二人の男
の子と知り合い、昔こ
のあたりに恐竜が暮ら
していたことを知る。
憧れの恐竜の化石を探
して、私たちの夏の冒
険が始まった。

『本の力』
酒井　京子／著　童心社

『おしいれのぼうけん』
『１４ひきのシリーズ』
『いないいないばあ』な
ど、日本を代表する名作
絵本の誕生秘話を、５０
年以上編集者として絵本
制作に携わってきた著者
が明かします。

今月の休館日は 8 月 31 日㈫　
市内の図書館は全て休館となります。

◇あなたの推し本、POP 大募集
陵南の森図書館ティーンズコーナーでは、
お勧めの本のＰＯＰを募集しています。
あなたの大好きな本をみんなに紹介して
みませんか？
応募先　陵南の森図書館　　
期間　９月１０日（金）まで

◇臨時休館のおしらせ
ブックステーションはびきのコロセアム
は、羽曳野市議会議員一般選挙の期日前
投票所となるため、９月１日（水）から
９月１３日（月）まで、臨時休館します。

今月の特集テーマ

中央図書館
一般 癒される写真

児童 ふわふわのほん

陵南の森図書館
一般 キャッチコピーで選ぶ、

ご当地小説

児童 ぼうしの本

東部図書館 海と山の本

丹比図書館 夏休みに役立つ本

古市図書館 アウトドアを楽しむ

羽曳が丘図書館 夏休みの本

◇おはなし会
※当面の間中止します。
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すくすく 子育て支援

NPO 法人南河内こどもステーション　（市役所南側）　☎・FAX 072-957-1114（詳細は問い合わせ）
キャンプ 6 日㈮～ 8 日㈰　■■場場■ ■ 所所所所 奈良県 山添村廃校　■■￥￥   象象要問合せ

こども食堂　 毎週㈯ 11:00 ～ 13:00 と 6 日・20 日㈮ 17:30 ～ 19:00
みんなの居場所 ㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00　■■対対■ ■ 象象象象 0 歳～　※どなたでも参加できます。

一時保育（要登録）㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00（前日までに要予約・㈯㈰㈷時間外応相談）　■■￥￥   象象乳幼児 1 時間 500 円～
やってみようくらぶ 毎週㈯ 10:00 ～ 15:00（28 日㈯は 11:00 ～ 12:00 科学であそぼう）

NPO 法人サポートネットワークぬくもり あいあい保育園
向野 2-8-2（埴生診療所敷地内）
☎ 072-937-0016   FAX 072-937-5716
新型コロナウイルス感染症対策のため、広場は午前・午後
の 2 部制。詳しくはお問い合わせください。

【あいあいルーム】
【えほん・あらかると＆水遊び】10 日㈫ 10:30 ～ 11:30
■■持持■■物物   象象タオル、着替え、お茶

【ホップ・ステップ・リトミック】24 日㈫ 10:30 ～ 11:30
【木の貯金箱を作ろう！】5 日㈭ 13:30 ～ 15:00
■■定定■■員員   象象10 人（2 年生まで保護者同伴）

【木のおもちゃを作ろう！】26 日㈭ 13:30 ～ 15:30
■■定定■■員員   象象10 人（2 年生まで保護者同伴）
■■申申■ ■ 込込込込 10 日㈫～定員になりしだい終了（9:00 ～ 17:00）

NPO 法人子育てサポートくるみ 
壺井 508-1 ☎ 072- 957-3282　FAX 072-958-4089

【園庭開放】㈫㈬㈭ 10:00 ～ 16:00
　緑いっぱいの広い遊び場に大きなすべり台と土山があり、
親子でたっぷり遊べます。

NPO 法人つどいの広場 カンナ
高鷲 5-422-22　☎・FAX 072-939-1625
＜開放時間＞㈪㈬㈮ 10:00 ～ 16:00

【水遊び】6 日㈮・20 日㈮ 10:00 ～ 12:00
【スーパーボールすくい遊び】27 日㈮ 10:00 ～ 12:00

四天王寺悲田院地域子育て支援センター ぼのぼ
学園前 6-1-1　☎ 072-957-7517　FAX 072-950-3457

【園庭開放など】㈫㈮ 10:00 ～ 11:00 ※ 10 日㈫・13 日㈮除く

つどいの広場事業（8 月）

スケジュールなどの詳細は、センターニュース
「てとてと」または、「はびきの子育てネット」内、
子育て支援センターのページをご覧ください。

メール配信登録
※�お知らせ、抽選結果

などをメールで受取

はびきの子育てネット
※�「てとてと」は、サイ

ト内「配布物」に掲載
子育て支援センター
支援センターふるいち（古市複合館）　古市 4-2-9　☎ 072-958-3308　FAX 072-958-3350

【広場】㈪～㈮ 10:00 ～ 11:30　㈭㈮ 14:00 ～ 16:00 ※㈷除く
みんなの広場 ㈪㈫㈮［計測と誕生会］13 日、16 日［休み］24 日　■■対対■ ■ 象象象象 就学前の子ども

よちよち広場 ㈬ ［計測］4 日、11 日　■■対対■ ■ 象象象象 0 歳～ 1 歳半未満の子ども　※完全入替 2 部制 9:45 ～ 10:45/11:00 ～ 12:00
てくてく広場 隔週㈭［教室］5 日「絵の具であそぼう」、19 日　■■対対■ ■ 象象象象 平成 31 年 4 月 2 日～令和 2 年 2 月 28 日生まれ
のびのび広場 隔週㈭［教室］12 日「絵の具であそぼう」、26 日　■■対対■ ■ 象象象象 平成 29 年 4 月 2 日～平成 31 年 4 月 1 日生まれ

双子・年子の広場 24 日㈫ おはなしの広場 23 日㈪
支援センターむかいの　向野 3-1-33　☎ 080-7536-7898　FAX 072-953-6361
●実施場所は青少年児童センター 2 階　【広場】10:00 ～ 11:30 ※㈷除く

みんなの広場 ㈪ 2 日 おはなし会、16 日 計測、23 日 誕生会、30 日　■■対対■ ■ 象象象象 就学前の子ども
2 歳児・3 歳児 ㈪ 2 日 、16 日 計測、23 日 誕生会、30 日　■■対対■ ■ 象象象象 平成 29 年 4 月 2 日～平成 31 年 4 月 1 日生まれ

1 歳児 ㈬ 4 日、11 日、18 日 計測、25 日 誕生会　■■対対■ ■ 象象象象 平成 31 年 4 月 2 日～令和 2 年 4 月 1 日生まれ
0 歳児 ㈭ 5 日、12 日、19 日 計測、26 日 誕生会　■■対対■ ■ 象象象象 令和 2 年 4 月 2 日～令和 3 年 4 月 1 日生まれ

0.0 歳児 ㈭ 10 月より開催予定　■■対対■ ■ 象象象象 令和 3 年 4 月 2 日以降生まれ
★保護者の方と一緒にお越しください。
★新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により、広場は週 1 回の利用とさせていただきます。

病後児保育（0 歳～学童）　※13 日㈮～ 15 日㈰まで休園 ※
　集団生活が困難な期間、看護師や保育士が一時的に保育します。送迎応相談。

【予約時間】㈪～㈮ 9:00 ～ 17:00（電話可、当日利用可）
【利用時間】8:00（7:30）～ 18:00（19:00）　※カッコ内は延長可能時間
［当日保育］9:00 ～ 17:30（延長不可）　［土曜保育］8:00 ～ 17:00（当日利用および延長不可）
■■￥￥  1 人 1 日 1,000 円（延長 30 分 300 円）※非課税世帯は半額、生活保護世帯は無料、2 人目以降の子ども半額。
■■問問  NPO 法人サポートネットワークぬくもり　向野 2-8-2（埴生診療所敷地内）　☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716
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MY TREE ペアレンツ・プログラム
　子どもの心と体にダメージを与え
ていることに悩む親への回復支援プ
ログラムです。※無料保育あり（要予約）
■■とと■ ■ きききき 9月6日～12月20日（毎週㈪）
と、3 月 28 日㈪　10:00 ～ 12:30
■■定定 ■■員員  10 人  ※参加者は面接により決定。
■■場場■ ■ 所所所所 富田林市立人権文化センター

（富田林市若松町 1-9-12）
■■￥￥  無料　■■申申■ ■ 込込込込 8 月 2 日㈪～
■■問問  （一社）富田林市人権協議会 
☎ 0721-24-3700
FAX 0721-25-5952
メール wakaichi@luck.ocn.ne.jp

養育支援訪問事業
　妊娠・出産・育児期に育児の不安
やストレスなどを抱え、他からの支
援が期待できない家庭を支援します。
■■問問  家庭支援課

児童虐待の疑いなど
” おかしい” と思ったら
■■とと■ ■ きききき ㈪～㈮ 9:00 ～ 17:30 ※㈷除く
■■問問  家庭支援課 家庭児童相談担当
　 ☎ 072-947-3837（直通）

子育て電話相談
［子育てで気になること］

■■とと■ ■ きききき 5 日・19 日㈭ 14:30 ～ 16:30
■■場場■ ■ 所所所所 市役所別館 2 階 プレイルーム
■■問問  羽曳野市こども家庭サポーターの会
☎ 072-957-6000

児童相談所虐待対応ダイヤル
☎ 189（いちはやく）
※ 365 日 24 時間対応、通話料無料

教育施設の子育て支援　～育児相談など、詳しくは各園に問い合わせ～
施設名 ☎ 市外局 072 あそびにおいでよ！ようちえん＜ 8 月＞

古市幼稚園 958-3359 3 日㈫ 9:30 ～ 10:30
※古市南幼稚園 958-7616 9 月 1 日㈬ 10:30 ～ 11:15
※駒ヶ谷幼稚園 958-8776 4 日㈬ 9:30 ～ 10:30
西浦幼稚園 958-3538 9 月 1 日㈬ 10:30 ～ 11:30
西浦東幼稚園 957-7200 9 月 1 日㈬ 10:30 ～ 11:00
※羽曳が丘幼稚園 958-7201 24 日㈫ 9:30 ～ 10:30
白鳥幼稚園 958-2601 4 日㈬ 9:30 ～ 10:30
丹比幼稚園 954-0230 30 日㈪ 9:30 ～ 10:30
※埴生南幼稚園 957-0212 3 日㈫ 9:00 ～ 10:00
※埴生幼稚園 955-1062 3 日㈫ 9:00 ～ 10:00
恵我之荘幼稚園 938-0017 4 日㈬ 9:30 ～ 10:30
※高鷲南幼稚園 955-1624 2 日㈪ 9:00 ～ 10:00
※こども未来館たかわし 955-0730 5 日㈭ 10:00 ～ 11:00
※印の園は、令和 4 年度入園予定の方のみ。
○未就園児と保護者の参加に限ります。（マスク着用必須）
○着替え、タオル、水筒、上靴をお持ちください。

保育施設の子育て支援　～詳しくは、各園に問い合わせ～
施設名 ☎ 市外局 072 園庭開放（健康相談は要予約）

高鷲保育園 953-3883 毎週㈫㈭ 10:00 ～ 12:00　※雨天中止
さかとがはらこども園

（認定こども園） 956-6246 第2・第4㈯10:00～11:00
※雨天中止

明の守ようきこども園
（認定こども園） 954-9630 第 4 ㈭ 10:00 ～ 11:00　※雨天中止
誉田保育園 958-2525 第 4 ㈯ 10:00 ～ 11:00　※雨天中止
郡戸保育園 938-5280 第 2 ㈫ 10:00 ～ 11:00
高屋保育学園

（認定こども園） 957-1234

四天王寺悲田院保育園 957-7517 ㈫・㈮ 10:00 ～ 11:00
※ 10・13 日除く※要予約

あおぞら保育園 950-1105 第 4 ㈭ 10:00 ～ 11:00
ベビーハウス社協 930-0240
向野保育園 953-2071

毎週㈫㈭ 10:00 ～ 11:00
※雨天中止

下開保育園 958-3318
軽里保育園 958-3338
島泉保育園 953-4624
はびきの保育園 958-3328
○車での来園はご遠慮ください。　○育児相談は開園中常時行っています。

白鳥児童館　翠鳥園 2-9-101　☎ 072-957-4900
【利用時間】㈪～㈯ 10:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 17:00
室内でおもちゃ遊び、広場で砂場遊びなど。午前中は小さなお友だちもゆっくり
遊べます。自由にお越しください。※入館人数と利用時間を制限する場合があります。

第 3 回〈逢い愛〉親子のつどい募集　～保育士による手遊びや体操など～
■■とと■ ■ きききき ① 10 月 15 日㈮ 10:30 ～ 11:30（陵南の森公民館 第２・3 研修室）
　　② 10 月 29 日㈮ 10:30 ～ 11:30（丹治はやプラザ 集会室 1・2）
　　③ 11 月 26 日㈮ 10:30 ～ 11:30（石川プラザ集会室 1・2）
■■対対■ ■ 象象象象 0 歳～入園するまでの家庭保育中の親子　■■￥￥  無料
■■定定 ■■員員  各10 組（応募多数の場合抽選）
■■申申■■込込  込込 8 月 23 日㈪～ 9 月 15 日㈬、社会福祉協議会ウェブサイトの応募フォー
ムから申込み。
■■問問  羽曳野市社会福祉協議会　☎ 072-958-2315
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乳幼児健康診査（場所：保健センター）
　健診日の 2 週間前までに個別通知が届いていない方は、
ご連絡ください。

種類 日程 対象児

4 カ月児
㈮

8 月 20 日 令和 3 年 4 月 1 日～ 19 日
8 月 27 日 令和 3 年 4 月 20 日～ 30 日
9 月 10 日・24 日 令和 3 年 5 月生まれ

1 歳 6 カ月児
㈫㈬

8 月 24 日・25 日 令和 2 年 1 月生まれ
9 月 28 日・29 日 令和 2 年 2 月生まれ

2 歳 6 カ月児
㈫㈬

8 月 17 日・18 日 平成 31 年 2 月生まれ
9 月 14 日・15 日 平成 31 年 3 月生まれ

3 歳 6 カ月児
㈫㈬

8 月 3 日・4 日 平成 30 年 2 月生まれ
9 月 7 日・8 日 平成 30 年 3 月生まれ

産後ケア事業
　ご家族などから十分な支援が受けられず、
体調や育児に不安がある方に対して、医療機
関においてデイサービス（日帰り）・ショートステイ（宿泊）
で、助産師などから授乳指導や乳房のケア、育児相談など
産後の支援を受けられるサービスです。
■■対対■ ■ 象象象象 羽曳野市民で生後 1 歳未満の赤ちゃんとお母さん

（ご兄弟の利用はできません。）
※施設によって利用できる月齢が異なります。詳細はお問
い合わせください。

健康増進課（保健センター）の検診（健診）や教室の申込など　☎ 072-956-1000
●検診（健診）は年度内に各1回。定員になり次第締切。FAX での申し込み不可。
●詳しくは「健康だより」、市ウェブサイトをご覧ください。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、日程が変更・中止になる場合があります。
※個別検診（健診）については、受診前に医療機関へ電話でお問い合わせください。

健
ふ みり-ぁ

康

市立休日急病診療所 誉田 4-2-3　☎ 072-956-1000（保健センター 2 階）
休日急病診療所（内科・小児科・歯科） 小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
診療日／㈰㈷、年末年始（12 月 30 日～ 1 月 3 日）
診療時間／ 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
※ 8 時の時点で羽曳野市に「暴風警報」「大雨警報」「洪水警報」「特
別警報」のいずれかが発表されている場合は休診、8 時以降に発
表された場合は、その時点で休診

診療日／㈯㈰㈷、年末年始（12 月 30 日～ 1 月 3 日）
診療時間／ 18:00 ～ 22:00（受付 17:30 ～ 21:30）
※ 15 時の時点で羽曳野市に「暴風警報」「大雨警報」「洪水警報」

「特別警報」のいずれかが発表されている場合は休診、15 時以降
に発表された場合は、その時点で休診

発熱で受診される方へ　※来院時は、事前にお電話ください。　※受診時はマスクを着用ください。
※新型コロナウイルス感染症にかかる PCR 検査など各種検査は実施できません。

小児救急電話相談　☎＃ 8000（携帯電話・NTT プッシュ回線）☎ 06-6765-3650（IP 電話・ダイヤル回線など）
救急安心センターおおさか　☎＃ 7119（固定電話【プッシュ回線】・携帯電話・PHS）
　　　　　　　　　　　　　☎ 06-6582-7119（固定電話【ダイヤル回線】・IP 電話）

各種教室
◆離乳食講習会（後期）※予約制・保育つき（対象児のみ）
■■対対■ ■ 象象象象 9 カ月から 18 カ月までの乳幼児の保護者
■■とと■■きき  9 月 21 日㈫ 13:30 ～ 15:00（受付 13:15 ～）
■■場場■ ■ 所所所所 保健センター 3 階

◆マタニティスクール〈9 月コース〉※予約制
① 9 月 1 日㈬
13:00 ～ 15:30

・赤ちゃんのためのママの食事の話
・助産師に聞くお産のための心と身体の準備

② 9 月 11 日㈯
9:45 ～ 11:45

・沐浴体験
・パパの妊婦体験

③ 9 月 22 日㈬
13:30 ～ 15:30

・赤ちゃんの育て方
・先輩ママとの交流

■■対対■ ■ 象象象象 11 月・12 月出産予定の初産婦の方を優先
■■場場■ ■ 所所所所 保健センター
※ 1 回目のマタニティクッキング（ランチ）については感染症
拡大予防のため中止としプログラムの変更をしました。
※ 2 回目は人数等によりご案内時間の調整をします。
※全 3 回の参加が難しい場合、2 回目のみの参加も若干名可能

◆ママとベビーの交流会　※予約制
■■内内 ■■容容  身体計測・助産師と保健師による育児相談・絵本や
遊びの紹介・妊婦さんとの交流会
■■対対■ ■ 象象象象 生後 3 カ月までのベビーとママ※上の子の保育なし
■■とと■■きき  9 月 22 日㈬ 14:00 ～ 16:00　
■■場場■ ■ 所所所所 保健センター 3 階

水の事故を予防しましょう！
　子どもは浴槽、洗面器などに張られた数センチの水でも溺れてしまうことがあります。
◆入浴中、水遊び中は決して目を離さない。　◆乳幼児だけで浴室には入れない。入り口に鍵をかける。
◆浴槽に残し湯はしない。　　　　　　　　　◆浴槽の底に滑り止めマットを敷く。
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成人歯科健診・骨密度測定
成人歯科健診
■■対対■ ■ 象象象象 平成 7・昭和 60・55・50・45・40・35・30・25
年生まれの市民　■■￥￥  無料
※個別健診か集団健診のどちらかを選択。（集団健診は骨
密度測定とセットでの受診可、個別健診は羽曳野市内の指
定歯科医院で令和 4 年 3 月 31 日まで受診可。）
※受診券が必要。お手元にない方はご連絡ください。
骨密度測定（集団健診のみ）
～かかとで超音波検査を行い骨密度を測定～
■■対対■ ■ 象象象象 受診時満 25 歳以上の市民　■■￥￥  無料
＜集団健診＞歯科健診・骨密度測定（無料・要予約）
　　　　　　※骨密度測定のみも可
■■とと■■きき  9 月 16 日㈭
空き状況や、9月以降の日程は電話でお問い合わせください。

＜定期健康相談・栄養相談＞
8 月 6 日㈮ 午前中 ※要予約

毎月19 日は食育の日
家族で食事を楽しみましょう

がん集団検診（予約制）　8 月 5 日㈭ 9:00 から 9 ～ 12 月分を来所・電話にて受付開始
胃がん、肺がん・結核健診、大腸がん検診（集団検診）
■■対対■ ■ 象象象象 1982 年 3 月 31 日以前生まれの市民　■■￥￥  無料
※ 65 歳以上の方は、年 1 回結核健診を受けることが法律で義務付けられています。

［保健センター］9 月 3 日㈮ ・9 日㈭・22 日㈬・30 日㈭・10 月 12 日㈫・21 日㈭・29 日㈮・11 月 11 日㈭・12 月 1 日㈬・9 日㈭
［コロセアム］11 月 4 日㈭　　［MOMO プラザ］10 月 8 日㈮　　［石川プラザ］12 月 3 日㈮ 　　［陵南の森］11 月 25 日㈭
［市役所別館］11 月 28 日㈰・★ 12 月 12 日㈰　★女性限定（乳がん・子宮がん検診と同時実施）
乳がん、子宮がん検診（集団検診）　※受診券 ( オレンジ色もしくは黄色のはがき ) が必要

【乳がん】■■対対■ ■ 象象象象 1980 年以前の西暦偶数年生まれの女性　■■￥￥  1,000 円（1980 年生まれと生活保護受給者は無料）
【子宮がん】■■対対■ ■ 象象象象 2000 年以前の西暦偶数年生まれの女性　■■￥￥  無料
※ 80 歳以上で乳がん・子宮がん検診をご希望の方、転入などで受診券が届いていない方は、ご連絡ください。

［保健センター］保　大88810 月 7 日㈭　8［コロセアム］9 月 27 日㈪　［石川プラザ］11 月 8 日㈪
［市役所別館］12 月 12 日㈰　［陵南の森］12 月 14 日㈫
  保　8888午後から一時保育有（就学前のお子様が対象・要予約）　大　88大腸がん検診も実施しています（女性のみ）

藤
井
寺
保
健
所

藤井寺市藤井寺 1-8-36　☎ 072-955-4181　FAX 072-939-6479
ＨＩＶ・梅毒即日検査 （梅毒検査のみは不可）第 1 ～ 4 ㈬ 9:30 ～ 10:30【無料・匿名可】
※夜間、土日検査は、chot CAST（チョットキャスト）で実施。詳しくは保健所へお問い合わせください。
こころの健康相談【無料・要予約】（こころの病気、アルコール依存症などに精神科医、精神保健福祉相談員が応相談）
医療機関に関する相談　㈪～㈮ 9:15 ～ 12:15 ／ 13:00 ～ 16:00【無料】
生活衛生室  ☎ 072-952-6165
水質検査（飲用水・井戸水・遊泳場水・浴槽水）【有料・要予約】
腸内細菌検査（赤痢菌、チフス菌、パラチフスA菌、サルモネラ属菌、腸管出血性大腸菌O157）㈪～㈬9:30～12:00【有料】
ぎょう虫卵検査　㈪～㈭ 9:30 ～ 12:00【有料・要予約】

※祝日等の関係で受付のない日があります。

学ぶで～健康シリーズ（予約制・随時受付中！）
■■対対■ ■ 象象象象 羽曳野市民　■■場場■ ■ 所所所所 保健センター
★学ぶで～目の病気 “病気で視力を失わないために”
■■￥￥  無料　■■とと■■きき  9月2日㈭13:50～15:30（受付13:30～）
■■講講■■師師   象象大塚 尚 医師（羽曳野市医師会 おおつか眼科）
★学ぶで～腸活　　■■￥￥  無料
■■とと■■きき  8 月 26 日㈭ 10:00 ～ 12:00（受付 9:45 ～）
■■講講■■師師   象象健康運動指導士

（医療法人はぁとふる しまだ病院 Eudynamics ヴィゴラス）
★学ぶで～災害時の対応　　■■￥￥  500 円（材料費）
■■とと■■きき  9 月 17 日㈮ 10:00 ～ 13:30（受付 9:30 ～）
■■講講■■師師   象象危機管理室職員、管理栄養士、歯科衛生士
★学ぶで～脂質異常症　　■■￥￥  500 円（材料費）
■■とと■■きき  10 月 6 日㈬ 10:00 ～ 12:00（受付 9:45 ～）
■■講講■■師師   象象管理栄養士
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LIC ウェルネスゾーンに来館申込　※代理可・電話不可
　●多数の場合は抽選　●おひとり様一口のみ　●受講の決定は 9 月 1 日㈬ 9:00 から市ウェブサイトに掲載、
　　LIC ウェルネスゾーン入口横に掲示（当選結果のお問い合わせはご遠慮ください）
　●申込のキャンセルは 8 月末までにご連絡ください

【申込用紙配布場所】LIC ウェルネスゾーン（LIC はびきの内）、地域包括支援課（市役所別館 1 階②窓口）
　※市ウェブサイト、LIC ウェルネスゾーンウェブサイトからダウンロードできます。

はじめての方も、経験のある方も運動のきっかけづくりと継続へ

健康づくり・介護予防のため、ミズノが独自に開発した“ラララサーキット”に加え新しいプログラムが登場！

【問合せ】LIC ウェルネスゾーン ☎ 072-958-0711　地域包括支援課ウェルネス推進室 ☎ 072-947-3825（直通）

LLIICCウウェェルルネネススゾゾーーンン
22002211年年 1100 月月期期（（1100 月月 ～～1122 月月））2021年 10 月期（10 月 ～12 月）

受講生募集受講生募集受講生募集
11ククーールル（（ 33カカ月月））ごごととにに 募 集募 集 。。

費用
無料

40 歳以上の羽曳野市民の方。（過去の受講歴は問いません）
※ただし、医師から運動制限を受けている方、ご自身で来所できない方はご利用
　いただけません。
①から⑨ → 65 歳以上（令和 3 年 10 月 1 日時点）の方
⑩から⑲ → 40 歳以上（令和 3 年 10 月 1 日時点）の方 [65 歳以上も可 ]

■プログラム・スケジュール表 ≪ 10 月 1 日㈮ スタート≫    （ ■①～⑨は 65 歳以上の方対象、■⑩～⑲は 40 歳以上の方対象 ）

■プログラム紹介

8 月 2 日㈪～ 20 日㈮　平日 9:15 ～ 17:00

対   象

申込期間

申込方法

月 火 水 木 金
①ラララサーキット
（週 1 回コース）

9:15 ～ 10:45　定員 12 名
⑬フィットネスウォーキング
9:15 ～ 10:45　定員 12 名

⑥ラララサーキットライト
（週 1 回コース）

9:15 ～ 10:45　定員 12 名

⑨ラララフィット
（筋トレ・バランスコース）
9:15 ～ 10:15　定員 12 名

⑤ラララサーキット
（週 1 回コース）

9:15 ～ 10:45　定員 12 名
⑧ラララフィット
（膝強化コース）

11:00 ～ 12:00　定員 12 名
⑭コツ骨体操

11:10 ～ 12:00　定員 12 名
NEW！

⑮コンディショニングプログラム
11:15 ～ 12:15　定員 12 名

④ラララサーキット
（週 1 回コース）

10:30 ～ 12:00　定員 12 名
⑱ Let's 筋力トレーニング

11:15 ～ 12:15　定員 12 名

⑩ -1 メタボサーキット
（週 2 回コース）

13:00 ～ 14:30　定員 12 名

介護予防リーダー養成講座
13:00 ～ 14:30

（詳細は 22 ページ）

NEW！
⑦認知機能向上教室

13:15 ～ 14:45　定員 12 名

⑩ -2 メタボサーキット
（週 2 回コース）

13:30 ～ 14:30　定員 12 名 NEW！
⑲フリーサーキット
❶ 13:15 ～ 14:15
❷ 14:30 ～ 15:30
❸ 15:45 ～ 16:45

各回ごとに定員 12 名の予約

⑪姿勢シャキーン
（姿勢改善）

14:45 ～ 15:45　定員 12 名 ②ラララサーキット
（週 1 回コース）

15:15 ～ 16:45　定員 12 名

③ラララサーキット
（週 1 回コース）

15:15 ～ 16:45　定員 12 名

⑯骨盤体操（骨盤底筋）
14:45 ～ 15:45　定員 12 名

⑫筋コン簡コン
（ダンベルシェイプアップ）
16:00 ～ 17:00　定員 12 名

⑰ノビ伸体操
16:00 ～ 16:50　定員 12 名

サーキットトレーニング
サポーター募集

　今後、フォローアップ事業の実施場所
を、高年生きがいサロンの開催へ移して
まいります。
　教室にご協力いただける方を募集しま
す。詳細は 22 ページをご覧ください。

■介護予防リーダー養成講座： 地域で活動していただけるボランティアを養成する講座です。詳細は 22 ページをご覧ください。

①～⑤ラララサーキット
　　　　　　　（週1回コース）

⑩メタボサーキット
　　　　　（週 2 回コース）

NEW! ⑮コンディショニング
　　　　　　　   プログラム

NEW! ⑦認知機能向上教室

⑫筋コン簡コン
　　　　（ダンベルシェイプ）

⑰ノビ伸体操

⑥ラララサーキットライト
　　　　　　　（週1回コース）

⑪姿勢シャキーン（姿勢改善）

⑯骨盤体操（骨盤底筋）

⑧ラララフィット
　　　　　（膝強化コース）

⑬フィットネスウォーキング

⑱ Let's 筋力トレーニング

⑨ラララフィット
　　（筋トレ・バランスコース）

⑭コツ骨体操

NEW! ⑲フリーサーキット
① 13:15 ～
　　　　14:15
② 14:30 ～
　　　　15:30
③ 15:45 ～
　　　　16:45
 休憩 15 分

（消毒作業・換気）
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－はびきの　令和3年（2021年）8月－

支　所
☎ 072-955-0583　℻ 072-930-2144
羽曳野市民会館
☎ 072-958-2311　℻ 072-958-2312
LIC はびきの（生活文化情報センター）
☎ 072-950-5500　℻ 072-950-5505
はびきのコロセアム
☎ 072-937-3123　℻ 072-937-3124
市民体育館（西浦）
☎ 072-958-2340　℻ 072-958-3614
陵南の森総合センター（老人福祉センター・公民館）
☎ 072-952-2751　℻ 072-952-1303
陵南の森生きがい情報センター

（テレワークセンター）
☎ 072-931-1900　℻ 072-931-2112
ＭＯＭＯプラザ
☎ 072-957-5553　℻ 072-957-5580
丹治はやプラザ
☎ 072-937-2355　℻ 072-937-2388
石川プラザ
☎ 072-950-2002　℻ 072-958-9110
保健センター（休日急病診療所）
☎ 072-956-1000　℻ 072-956-1011
人権文化センター
☎ 072-955-4556　℻ 072-955-7042
青少年児童センター
☎ 072-952-0032　℻ 072-937-8580
白鳥児童館
☎ 072-957-4900　℻ 072-957-4900
青少年センター
☎ 072-958-0050　℻ 072-956-7867
エコプラザはにふ（中央スポーツ公園）
☎ 072-959-3567　℻ 072-959-3568
時とみどりの交流館（峰塚公園管理棟）
☎ 072-942-6647　℻ 072-942-6647
道の駅 しらとりの郷・羽曳野総合棟

（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-957-6900　℻ 072-957-6910
子育て支援センターふるいち
☎ 072-958-3308　℻ 072-958-3350
子育て支援センターむかいの
☎ 080-7536-7898　℻ 072-953-6361
向野老人いこいの家
☎ 072-952-0033　℻ 072-952-0033
給食センター
☎ 072-958-2306　℻ 072-958-1082
社会福祉協議会
☎ 072-958-2315　℻ 072-958-3853
シルバー人材センター
☎ 072-936-1500　℻ 072-936-1511
柏原羽曳野藤井寺消防組合
☎ 072-958-0119　℻ 072-958-9900
羽曳野警察署
☎ 072-952-1234　℻ 072-952-2531
藤井寺保健所
☎ 072-955-4181　℻ 072-939-6479
藤井寺郵便局
☎ 072-954-2601　℻ 072-938-8591
柏羽藤環境事業組合
☎ 072-976-3333　℻ 072-976-3331
クリーンピア 21（休業日：㈫）
☎ 072-975-2580　℻ 072-975-2577
健康ふれあいの郷 グラウンド・ゴルフ場

（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-950-6611　℻ 072-950-3888
茶山テニスコート（土・日・祝日のみ）
☎ 072-959-8836

主な公共施設

《市内図書館》の電話番号は、 図書館だよりの
ページをご確認ください。

－ 制度・お知らせ －  
全国一斉「子どもの人権 110 番」強化週間
　いじめ、不登校、体罰、児童虐待など子どもの人権問題に関する相談を人権
擁護委員または法務局職員がおこたえします。【相談無料】【秘密厳守】

☎０１２０－０
ぜろぜろななのひゃくとおばん

０７－１１０
８月 27 日㈮～ 9 月 2 日㈭ 8:30 ～ 19:00
※８月 28 日㈯・29 日㈰は 10:00 ～ 17:00

※インターネット人権相談も受け付けています。（https://www.jinken.go.jp/）
■■問問  大阪法務局人権擁護部　☎ 06-6942-9496

マイナンバーカード出張申請サポートを実施します
　顔写真付きのマイナンバーカードを申請するにあたり、羽曳野市職員が下記
の施設に出張し、写真撮影から申請までのサポートを行います。
陵南の森（視聴覚室）8 月 12 日㈭・13 日㈮ 10:00 ～ 16:00
※新型コロナウイルスなどの事情で施設が閉館している場合は、中止します。
※市役所市民課でも常設で申請サポートを行っています。（平日 9:00 ～ 17:00）

［マイナンバーカードの申請に必要なもの］
・個人番号カード交付申請書 兼 電子証明書発行申請書（自宅に送付された通知
カードに附属していた申請書部分）※無ければ市役所、支所で再発行可能。
・本人確認書類（免許証、健康保険証など）
■ ■ 問問問問 市民課

【日曜窓口】マイナンバーカードの受け取り、電子証明書更新手続き
とき 8 月15 日㈰・29 日㈰ 9:00 ～12:00

場所 ①市民課（市役所本館1階 2 番窓口）　②支所
※交付通知書（はがき）に記載の場所で受取り

＜マイナンバーカードの受け取り＞

持物
・交付通知書（はがき）　　・通知カード　　・印鑑
・本人確認書類★　　　　・住民基本台帳カード（お持ちの方）
★運転免許証などの顔写真つきの書類なら 1 点。それ以外の書類は 2 点以上

＜マイナンバーカードの電子証明書更新手続き＞
持物 ・マイナンバーカード　・更新通知書

※上記以外の業務は行いません。　※原則ご本人様が受け取り者です。
※必要書類に不足があると受け取ることができません。
※日曜窓口は混雑により、待ち時間が長くなることが予想されます。
※当日は新型コロナワクチン集団接種などの方も市役所駐車場を利用されます。駐車
場が混雑しますので、できる限り公共交通機関や自転車などをご利用ください。
■■問問  市民課 ☎ 072-958-1111内線1670 ／支所 ☎ 072-955-0583

令和３年度 児童扶養手当現況届・特別児童扶養手当所得状況届の提出について
児童扶養手当現況届 特別児童扶養手当所得状況届

対象者
ひとり親家庭などで児童扶養手当
を受給している方（所得状況によ
り支給が停止されている方も含む）

障がいのある 20 歳未満の子ども
を養育し、特別児童扶養手当を受
給している方

届出
対象者には案内を送付しますので、必要書類を持参のうえ、家庭支援
課で手続きをしてください。ご本人による届出がないと手当は支給さ
れません。

受付
期間

8 月 2 日㈪～ 31 日㈫
9:00 ～ 17:00

8 月 12 日㈭～ 9 月 13 日㈪
9:00 ～ 17:00

■ ■ 問問問問 家庭支援課　☎ 072-947-3836（直通）　FAX 072-956-0730
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公共下水道供用開始のお知らせ
　8 月 1 日から新たに、島泉・樫山・桃山台・野・河原
城・南恵我之荘・高鷲・伊賀・はびきの・西浦・大黒・誉
田地区のそれぞれ一部の地域で公共下水道の使用が可能と
なり、処理区域は 1030ha に広がり、整備率は 85.7％に
達しました。（処理区域は下水道総務課に備え付けている
下水道台帳システムにて閲覧できます。）

＜下水道総務課からのお知らせ＞

排水設備工事（水洗化工事）の助成制度
■■対対■■象象  くみ取り便所改造工事と浄化槽切り替え工事。（家屋の新築や便所の増築については対象となりません。）
■■方方■■法法・■■金金□□額額 助成制度には、補助金の交付と融資のあっ旋（銀行貸し付け）があり両方受けることもできます。

［補助金］建物の形態や便所の処理方法や個数により異なりますので、詳しくはお問い合わせください。
　　　　　例）一戸建て住宅　［くみ取り便所 10,000 円］［浄化槽 8,000 円］

［融資のあっ旋］50 万円を限度とし工事にかかった費用分をあっ旋します。
［要件］①市税、下水道事業受益者負担金の滞納がないこと。　②供用開始から３年以内に工事を行うこと。
　　　 ③融資のあっ旋を受けるときは、府内在住の連帯保証人があること。
※詳細は、事前に下水道総務課までお問い合わせください。
■■申申■■請請  指定工事店を通じて申請してください。

令和３年度　中学校卒業程度認定試験について
　　期期 病気やその他やむを得ない理由で義務教育を終えることができなかった方に、
高等学校等への進学の道を開く文部科学省の認定試験が下記のとおり行われま
す。合格者には高等学校の入学資格が与えられます。

［受験資格］
①就学義務猶予免除者である方または就学義務猶予免除者であった方で令和 4
年 3 月 31 日までに満 15 歳以上になる方
②保護者が就学させる義務の猶予または免除を受けず、かつ、令和 4 年 3 月 31
日までに満 15 歳に達する方で、その年度の終わりまでに中学校を卒業できない
と見込まれることについてやむを得ない事由があると文部科学大臣が認めた方
③令和 4 年 3 月 31 日までに満 16 歳以上になる方（①④に該当する方を除く）
④日本国籍を有しないで、令和 4 年 3 月 31 日までに満 15 歳以上になる方
■■とと■■きき  10 月 21 日㈭　［試験科目］国語、社会、数学、理科、外国語（英語）
■■申申■ ■ 込込込込 文部科学省に出願書類を提出（郵送）※ 9 月 3 日㈮までの消印有効
■■場場■■所所  所大阪府立労働センター（エル・おおさか）7 階 705 号室
　　 （〒 540-0031 大阪市中央区北浜東 3-14）
■ ■ 問問問問 学校教育課

被害が発生しています！！　にせ水道局職員にご注意ください！
　水道局職員を装ってみなさんの自宅を訪問し、【水道料金を請求する】【家庭
用水道器具（浄水器など）の販売をする】【事前連絡のない水質検査や宅内管の
洗浄や点検をする】などのトラブルが発生しています。不審に思われたときは、
身分証明書を確認するか、水道局までお問い合わせください。
■ ■ 問問問問 水道局

毎月勤労統計調査「特別調査」にご理解・ご回答を！　　
　令和 3 年 7 月 31 日現在で、常用労働者 1 人から 4 人を雇用する事業所を
対象に実施します。８月上旬から対象調査区内の全事業所に統計調査員がお
訪ねし、常用労働者数などを調査します。
■ ■ 問問問問 厚生労働省・大阪府総務部統計課　☎ 06-6210-9200（直通）

個人事業税
　第１期・第２期分の納付書を送付
します。（口座振替ご利用の方を除
く）※年税額が１万円以下の場合は、
第２期分の納付書はありません。
■■納納 ■■期期 ■ ■ 限限限限［第 1 期分］8 月 31 日㈫
　　　 ［第 2 期分］11 月 30 日㈫
※新型コロナウイルス感染症の感染
拡大の影響により納税が困難な場合
には納税の猶予制度があります。
■ ■ 問問問問 大阪府南河内府税事務所
☎ 0721-25-1131

新築・増築家屋の訪問調査について
　新築・増築された家屋の固定資産
税額を算出するため、訪問調査を行
っています。家屋全体（収納スペー
スを含む）が調査の対象となります。
　なお、登記申請をされずに家屋を
新築・増築・取壊したときは、届出
書の提出が必要です。
※訪問調査は、事前に日程を通知し
たうえで、身分証を携帯した評価補
助員（税務課職員）が行います。
不審に思われたときは、身分証を確
認するか、税務課までお問合わせく
ださい。
■ ■ 問問問問 税務課 固定資産税担当

排水設備工事（水洗化工事）は３年以内に指定工事店で
　処理区域になると、供用開始から３年以内に公共下水道
に接続する工事をしなければなりません。生活環境の改善
や河川・水路の水質保全のためにも、速やかに工事を行い
ましょう。なお、工事の見積もりや市への申請手続き等は
本市指定工事店を通じて行ってください。（指定工事店一
覧表はウェブサイトまたは下水道総務課にあります。）

■■問問   下水道総務課
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『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】

柏羽藤クリーンセンターへの
ごみの直接持込について
　これまで、柏羽藤クリーンセンタ
ーへのごみの持込については市役所

（環境衛生課）の窓口にて搬入手続
きが必要でしたが、住民サービス向
上等を目的として、10 月 1 日より、
柏羽藤クリーンセンターでも搬入手
続きができるようになります。
※詳細は、柏羽藤環境事業組合ウェ
ブサイトをご覧ください。
■ ■ 問問問問 環境衛生課

大阪府雇用促進支援金を
ご利用ください
　新型コロナウイルス感染症の感染
拡大により大阪府内の雇用情勢が悪
化している状況において、失業者の
早期の就職につなげていくため、求
職者を新たに雇い入れ、3 カ月間雇
用した事業主の皆様に、正規雇用 1
人につき 25 万円、非正規雇用 1 人
につき 12.5 万円の支援金を支給し
ています。このたび、より簡単に申
請していただけるよう申請書類を簡
素化しましたので、この機会にぜひ
ご利用ください。
■ ■ 問問問問 大阪府雇用促進支援金事務局
☎ 06-4794-7050

大阪府「労働相談センター」
　「賃金を払ってくれない」、「職場
でのハラスメントに悩んでいる」な
ど、働く方、雇用する方からの労働
相談をお受けしています。

［電話・面談・オンライン］
■■とと■■きき  ㈪～㈮ 9:00 ～ 18:00
　　（12:15 ～ 13:00 を除く）
■■場場 ■■所所  所エル・おおさか南館

【出張相談（前日までに要予約）】
・豊能府民センター
・泉北府民センター
・南河内府民センター　で実施
■■相相 ■■談談・■■申申 ■■込込・■ ■ 問問問問 ☎ 06-6946-2600

駐車場の適正利用にご協力ください
　障がい者や高齢者など移動に配慮を要する方々が安心して外出できるよう、
公共施設や商業施設などにおける車いす使用者用の駐車区画等をご利用いただ
くための利用証を大阪府が交付しています。これらの区画を必要とする人が駐
車できるよう、駐車区画の適正利用にご協力をお願いします。

［申請に必要な書類］
・障がい者等用駐車区画利用証交付申請書
・身体障がい者手帳、療育手帳、精神障がい者保健福祉手帳、特定医療費（指定難病）
  受給者証、介護保険被保険者証、母子健康手帳、医師の診断書・意見書など
・利用証を郵送するための切手（140 円）　　・利用証（更新申請時）
※詳細は、「大阪府障がい者等用駐車区画利用証制度について」で検索ください。
■■申申 ■■請請・■ ■ 問問問問 大阪府 福祉部 障がい福祉室 障がい福祉企画課 権利擁護グループ
☎ 06-6944-2362　FAX 06-6942-7215

羽曳野市空家バンク制度
　本市の空家問題を解消し、地域の活性化を推進するため、市内の空家等の有
効活用を促進することを目的に設置する制度です。
　本制度を通じて、売却・賃貸を希望される空家等所有者の物件情報や、空家
等の取得・利用を希望される人々のニーズなどを登録していただき、全国へ幅
広く情報提供していくことで、所有者と希望者のマッチングを推進していきま
す。市内で、空家等を所有している方、空家等をお探しの方は、空家バンクへ
登録をお願いします。　［対象物件］空家・空地・空室・空店舗
■ ■ 問問問問 建築住宅課 住宅政策推進室

植えてみませんか？育ててみませんか？身近なみどり
　大阪府と協力して緑化樹の無償配付を実施します。
■■対対■■象象  町会・マンション・住宅・学校・ PTA などの団体の方々や工場などを社員
や地域の方々と協同で行う緑化活動。

樹
木
の
種
類

［高木］キンモクセイ、サザンカ、セイヨウカナメ（レッドロビン）、ヤマモモ、 
イロハモミジ、コブシ、 サルスベリ、ソメイヨシノ、 ハクモクレン、ハナミズキ、
ヤマザクラ

［低木］アオキ、クチナシ、サツキ、シャリンバイ、ツゲ、ヒラドツツジ、ユキ
ヤナギ、アジサイ、カンツバキ 

［つる植物］キズタ、ナツヅタ、ツキヌキニンドウ、テイカカズラ、モッコウバラ
※条件などは広報 7 月号 7 ページをご覧ください。
■■申申 ■ ■ 込込込込 みどり推進室にある申請書に、ご記入の上、提出。（8 月 25 日㈬まで）
■■配配 ■■布布 ■■日日   限限令和 4 年 2 月～ 3 月予定
■ ■ 問問問問 道路公園課 みどり推進室　☎ 072-947-3707（直通）
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公の施設の指定管理者を募集します
　令和 4 年 4 月からの管理運営を行う指定管理者を次のとおり募集します。詳
細は、市ウェブサイトをご覧ください。
募集要項配布期間 8 月 2 日㈪～ 31 日㈫
現地説明会の申込期間 8 月 10 日㈫～ 20 日㈮
現地説明会 8 月 24 日㈫　※詳細は募集要項に記載
応募書類の受付期間 9 月 10 日㈮～ 17 日㈮
〇現地説明会以外の期間は、9:00 ～ 17:00 まで配布・受付。　※㈯㈰㈷除く
〇新型コロナウイルス感染症の影響により、内容が変更となる場合があります。

【指定期間 5 年（令和 4 年 4 月 1 日～令和 9 年 3 月 31 日）】
施設名 募集要項配布場所

３施設一括
・羽曳が丘コミュニティセンター
　（はびきの庵円想を含む。）
・丹比コミュニティセンター
・東部コミュニティセンター

・市民協働ふれあい課
　（市役所本館１階）
・市ウェブサイトからダウンロード可

２施設一括
・道の駅しらとりの郷羽曳野
・健康ふれあいの郷
　グラウンド・ゴルフ場

・観光課（市役所本館２階）
・市ウェブサイトからダウンロード可

■■問問 行財政改革推進課

月極駐車場（市営古市駅西駐車場）使用者の募集
募
集
内
容

駐車場名 古市駅西駐車場（羽曳野市栄町 339 番地の１）
募集台数 2 台　※募集台数を超える応募があった場合は抽選
使用期間 10 月1日㈮～令和 4 年 3 月 31日㈭
使用料 月額１万円

■■申申 ■■込込  ８月２日㈪～16 日㈪17:30 までに都市計画課に月極駐車場（市営古市駅
西駐車場）使用申込書を提出。※郵送可（必着）
※申込書は都市計画課で配布します。（市ウェブサイトからも印刷可）

【注意事項】使用について留意事項があります。詳細は市ウェブサイトで確認、
または直接都市計画課へお問い合わせください。
■■問問  都市計画課

市立保育園、幼稚園または認定こども園 会計年度任用職員募集　※年齢不問
幼稚園講師（一般）　■■定定■■員員 若干名　■■対対■■象象  幼稚園教諭免許または保育士資格をお持ちの
方　■■勤勤■■務務  週 5 日（平日 8:30 ～ 16:45）　■■任任■■用用 用勤務可能日～令和4年3月31日
保育士　■■定定■■員員 若干名　■■対対■■象象  保育士資格をお持ちの方　■■勤勤■■務務  週 5 日 ※勤務時間につい
てはお問い合わせください。　■■任任■■用用 用勤務可能日～令和4年3月31日
看護師　■■定定■■員員 1 人　■■対対■■象象  看護師・准看護師免許をお持ちの方　■■勤勤■■務務  ㈪～㈯のうち週
5 日（9:00 ～ 17:15）　■■任任■■用用 用勤務可能日～令和4年3月31日
■■申申■・■・込込込込 ■■問問 会計年度任用職員採用試験申込書、各免許証写しを提出。（郵送不可）
こども課（内線 1234・1260・1230）
※詳細は、こども課窓口にある募集要項または市ウェブサイトをご覧ください。

学童保育の職員募集
①放課後児童支援員・補助員（週 5 勤務・社保有）　■■定定■■員員 3 人程度　■■対対■■象象  不問 ※資格の有
無で報酬格差あり　■■勤勤■■務務  週 5 日（平日 12:45 ～ 17:45、学校休業日など 8:30 ～ 17:15）
　■■任任■■用用 用8月1日～令和4年3月31日（再度の採用あり）　■■他他  社会保険、期末手当あり
②放課後児童支援員・補助員（週 3 勤務・扶養内）　■■定定■■員員 2 人程度　■■対対■■象象  不問
■■勤勤■■務務  週 3 日（平日 12:45 ～ 17:45、学校休業日など 8:30 ～ 17:15）
■■任任■■用用 用8月1日～令和4年3月31日（再度の採用あり）　■■他他  扶養範囲内の業務
③放課後児童支援員の補助員（スポット勤務）　■■定定■■員員 10 人程度
■■対対■■象象  不問 ※学生さんも大歓迎　■■勤勤■■務務  平日 12:45 ～ 17:45（学校休業日など 8:30 ～
17:15）※週 1 から可　■■他他  社会保険、福利厚生の加入なし
■■申申■・■・込込込込 ■■問問 会計年度任用職員採用試験申込書（市販の履歴書も可）を提出。（郵送不可）
社会教育課  ☎ 072-947-3905（直通）
※詳細は、社会教育課窓口にある募集要項または市ウェブサイトをご覧ください。

－ 募 集 －  
東大阪ぎせんこう
10 月入校生募集（9 月選考）
　ものづくり関連の仕事に就きたい
方必見。大阪府立東大阪高等職業技
術専門校（東大阪ぎせんこう）は、
ものづくりの知識や技能を一から身
に付けることのできる府立の専門校
です。8 月 23 日㈪より 9 月選考 2
回目の応募を受け付けます。

募集科目 機械加工・営業課
機械 CAD デザイン科

入校日 10 月 12 日㈫
訓練期間 6 カ月
対象者 15 歳以上
試験日 9 月 22 日㈬

選考方法 学科（国語、数学）
および面接試験

見学会
実施日程や開催の可否に
ついては同校ウェブサイ
トをご確認ください。

■■申申 ■ ■ 込込込込 8 月 23 日㈪～ 9 月 13 日㈪ま
で居住地を管轄するハローワークで
行っています。（願書は東大阪ぎせ
んこうおよびハローワークで配布）
■■問問  � �込込込込大阪府立東大阪高等職業技術専門校
☎ 072-964-8836
ウェブサイト《東大阪ぎせんこうで検索》
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「平和パネル展」を開催します
平和の尊さについて考えてみませんか
■■とと■ ■ きききき ８月 6 日㈮～16 日㈪　※㈯㈰㈷除く
9:00 ～17:30（6 日㈮は午後のみ・16 日は16:00 まで）
■■場場■■所所  所市役所本館１階コミュニティスクエア（ロビー）
■■問問  人権推進課

『ぶどう産地「駒ヶ谷」の魅力まるごと体験ツアー』
　採れたて高級ぶどうの収穫、栽培体験、地元産ワイン飲み
放題（イタリアンランチ含む）、全国有数のぶどう産地「駒ヶ谷」
の魅力を堪能しませんか。
■■とと■ ■ きききき（第1回）8 月 28 日㈯　（第 2 回）9 月 4 日㈯
7:30 ～14:00　※第1回・2 回とも同内容　※雨天決行
■■定定 ■■員員  員各10 人（1回の申込につき2 人まで）
　　 ※申込多数の場合、抽選
■■￥￥  11,000 円（税込）申申

■■申申■ ■ 込込込込 詳細は［http://minamikawachi-fk.com］で検索。
■■問問  一般社団法人 南河内フルーツキッチン
　 ☎ 090-9691-5588　メール info@minamikawachi-fk.com

－ 催 し －  

大阪府立近つ飛鳥博物館（8 月）　夏季企画展
古墳群に暮らした人たち―集落遺跡からみる古市古墳群―
　古市古墳群内の資料の中から、主に古墳時代における生
活に直接かかわると考えられる資料を紹介し、古市古墳群
の集落遺跡について考えます。
■■とと■■きき  9 月5 日㈰まで　※㈪除く
　　 10:00 ～17:00（入館は16:30 まで）
■■場場 ■ ■ 所所所所 大阪府立近つ飛鳥博物館特別展示室　
■■￥￥  一般430 円、高校・大学生、65歳以上 330 円、中学生以下・
障がい者手帳をお持ちの方（介助者1人含む）無料
※詳細は当館ウェブサイトまたはお問い合わせください。
■■問問  大阪府立近つ飛鳥博物館（南河内郡河南町大字東山 299）
☎ 0721-93-8321　FAX 0721-93-8325

●本紙掲載の講座や催しなどは、新型コロナウイルス感染症の拡大状況などにより、内容の変更や、延期・中止の可能性があります。
●当日の体温 37.5 度以上の方、風邪症状のある方は参加できません。　●詳しくは各窓口へお問い合わせください。

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】
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羽曳野市介護予防リーダー養成講座
　筋トレ、ストレッチなどの指導方法を習得し、教室をサポートしていただきます。
■■とと■ ■ きききき 10 月５日～12 月 28 日13:00 ～14:30（毎週㈫・全12 回）
■■場場■■所所  所LIC ウェルネスゾーン（LIC はびきの内）　■■定定 ■■員員  員10 人（先着順）
■■対対■■象象   ・40 歳以上～75 歳以下の方（10 月1日時点）
・医師から運動制限を受けていない方　　・講座を全日程受講可能な方
・介護予防教室に理解があり、リーダーとして意欲があって実践ができる方
■■申申■ ■ 込込込込 8 月 2 日㈪から LIC ウェルネスゾーンで申込み。（9:30 ～17:00）※電話不可
■■問問  地域包括支援課 ウェルネス推進室　☎ 072-947-3825（直通）

サーキットトレーニングサポーター養成講座
　高年生きがいサロンで地域の方々が行う教室のサポーターを養成する講座です。
■■とと■ ■ きききき［2 号館］8 月 30 日～10 月11日（毎週㈪・全６回）13:00 ～15:00
　　 ［３号館］9 月1日～10 月 6 日（毎週㈬・全６回）13:00 ～15:00
■■場場■■所所  所高年生きがいサロン２号館、３号館　■■定定 ■■員員  員各館定員 10 人（先着順）
■■対対■■象象   ・40 歳以上～75 歳以下の方（8 月1日時点）
※はびきのウェルネス事業でサーキットトレーニングの経験がある方は年齢制限なし
・医師から運動制限を受けていない方　　・講座を全日程受講可能な方
・地域の介護予防事業にご協力いただける方
■■申申■ ■ 込込込込 ８月２日㈪からサロン各館へ電話で申込み。

［２号館］☎ 072-931-2255　［３号館］☎ 072-959-0220
■■問問  地域包括支援課 ウェルネス推進室　☎ 072-947-3825

大阪府盲ろう者通訳・介助者養成研修
■■とと■■きき  9 月14 日㈫～令和 4 年 2 月 24 日㈭のうち18 日間（予定）
■■場場 ■ ■ 所所所所 大阪府立福祉情報コミュニケーションセンター
■■対対■■象象   象象・盲ろう者福祉に熱意があり、盲ろう者通訳・介助者として活動することを
誓約する方　・すべてのカリキュラムを指定された日時に受講できる方
■■定定 ■■員員  員60 人（昨年度中止になった本研修参加者を優先します）
■■￥￥  無料（テキスト代は実費負担）
■■申申■■込込・■ ■ 問問問問 受講申込書を郵送、FAX、メールで申込み。（8 月13 日㈮まで※必着）
社会福祉法人 大阪障害者自立支援協会（盲ろう者等社会参加支援センター）
☎ 06-6748-0587　FAX 06-6748-0589　メール haken@daisyokyo.or.jp

第３回創業セミナー
　受講するとさまざまな優遇制度を
受けられます。
■■とと■ ■ きききき 8 月 27日・9 月３日・9 月17日・
9 月 24 日㈮18:00 ～20:00
■■場場■■所所  所富田林商工会館 2 階 会議室
■■対対■■象象   本市でこれから創業される方
■■定定 ■■員員  員20 人　■■￥￥  無料
■■申申■ ■ 込込込込 羽曳野市商工会にて申込み。

（8 月 6 日㈮～）
☎ 072-958-2331
FAX 072-956-1950
■■問問  産業振興課

支援者講座　『具体的な子育て支
援を考えるケース・スタディ』
■■講講■■師師  大阪府立大学大学院准教授
　　 古山美穂 氏
■■とと■■きき  9 月14 日㈫14:00 ～15:30
■■場場 ■ ■ 所所所所 子育て支援センターふるいち
　　 2 階 会議室
■■定定 ■■員員  員 13 人　■■対対■■象象   象象 はびきの・藤井寺
ファミリー・サポート・センター会員、
子育て支援に興味のある方
■■申申■■込込・■■問問  窓口または電話で申込み。

（8 月 30 日㈪～ 9 月 3 日㈮）
支援センターふるいち（古市複合館）
☎ 072-958-3308
FAX 072-958-3350

－ 講 座 －  

●東教室（市役所会議室）
28 日㈯ ・29 日㈰
●西教室（あいあいハウス［支所北隣］）
28 日㈯ ・29 日㈰
午前クラス  9:30 ～12:30
午後クラス 13:30 ～16:30
■■対対■■象象  象象中学生（市内在住・在学）
■■￥￥  象象無料　
※申込随時受付中！
詳しくは、市ウェブサイトまたは担当まで。

《大学生サポートスタッフ募集中！》
■■問問   問問政策推進課 特命事業推進室

はびきの中学生 study-O
－ 8 月の日程 －

介護予防できらきらシニア　熟年元気教室参加者募集！！
低栄養予防コース 8 月 11日㈬ 10:30

～12:00 頃
高年生きがいサロン２号館

誤嚥（ごえん）予防コース 8 月 23 日㈪ 市役所 A 棟２階 中東会議室
■■対対■■象象   65 歳以上の市民　■■￥￥  無料　■■定定 ■■員員  員各日程15人程度（先着順）員
■■持持■■物物   込込筆記用具、飲み物、マスク、眼鏡（必要な方のみ）
■■申申■ ■ 込込込込 地域包括支援課の窓口、または電話で申込み。（8 月 2 日㈪ 9:00 ～）
■■問問  地域包括支援課　☎ 072-947-3822（直通）

『８月４日は栄養の日』
　「えい（8）よう（4）」と読む語呂合わせから、栄養を学び体感することをコン
セプトに食生活を考えることを目的に制定されました。
　高齢者の方は、活動量の低下や咀嚼や嚥下の問題などから栄養不足に陥りや
すいことが示唆されています。これを機会に家族と食事や栄養についてお話さ
れてはいかがでしょうか？また、ご自身の食生活を見直してみましょう。
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－はびきの　令和3年（2021年）8月－

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】

●本紙掲載の講座や催しなどは、新型コロナウイルス感染症の拡大状況などにより、内容の変更や、延期・中止の可能性があります。
●当日の体温 37.5 度以上の方、風邪症状のある方は参加できません。　●詳しくは各窓口へお問い合わせください。

白鳥児童館だより（8 月）　　翠鳥園 2-9-101  ☎・ＦＡＸ 072-957-4900
【利用時間】㈪～㈯10:00 ～12:00 ／13:00 ～17:00　※㈷除く　■■対対■■象象 � �小学生・保護者同伴の乳幼児　
将棋であそぼう ■■とと■ ■ きききき 11日㈬15:30 ～16:30
絵本のへや（絵本・紙芝居など） ■■とと■ ■ きききき 16 日㈪・30 日㈪10:30 ～ 11:30

【みんなで遊ぼう】水あそび・水風船で遊ぼう
水着、短パンやTシャツで遊ぶことができます。

■■とと■ ■ きききき 18 日㈬10:00 ～ 11:30 ※雨天中止　■■対対■■象象   小学生　■■定定 ■■員員  員15人（先着順）
■■申申■ ■ 込込込込 8 月7日㈯～17日㈫※電話のみ　■■持持■■物物   込込着替え、タオル、水筒　

【トライルーム】ミニこくばん作り
※よごれてもよい服できてください

■■とと■ ■ きききき 21日㈯10:00 ～ 12:00　■■対対■■象象   ��1 ～ 3 年生　■■定定 ■■員員  員10 人（先着順）
■■申申■ ■ 込込込込   込込8 月 14 日㈯～ 20 日㈮※電話のみ　■■￥￥  100 円（当日持参）

【わくわく子育て広場】水遊びをしよう！
水風船やしゃぼん玉遊びもできます。

■■とと■ ■ きききき 23 日㈪10:30 ～ 11:30 ※雨天中止　■■持持■■物物   込込着替え、タオル、水筒
※プールはありません

※申し込みが必要な事業については羽曳野市民に限ります。　※入館人数と利用時間を制限する場合があります。

青少年児童センターだより （8 月）　向野 3-1-33 　☎ 072-952-0032  ＦＡＸ 072-937-8580
［一般開放］㈪～㈮13:00 ～17:00・㈯ 9:00 ～17:00　※㈷除く　※夏休み期間中は㈪～㈯ 9:00 ～17:00
【子ども広場】将棋教室　～初めての人・興味を持った人は、気軽にご参加下さい。～
■■とと■ ■ きききき 7 日・21 日・28 日㈯ 15:00 ～ 16:00 ※日程変更の場合あり　■■対対■ ■ 象象象象 おおむね小学1～ 6 年生
夏休みおもしろ教室　■■対対■ ■ 象象象象 幼児と小学生（小学1年生まで保護者同伴）　■■申申■ ■ 込込込込 電話のみ（8 月 2 日㈪～）※㈰㈷除く
スティコ工作「ヘリコプター」　■■とと■ ■ きききき 14 日㈯ 10:00 ～ 11:30　■■定定 ■■員員  員１５人（先着順）
メタリックフォトスタンド　■■とと■ ■ きききき 25 日㈬ 13:00 ～ 14:30　■■定定 ■■員員  員１５人（先着順）　■■持持■■物物   込込筆記用具、定規、はさみ
マスクケース　■■とと■ ■ きききき 28 日㈯ 10:00 ～ 11:30　■■定定 ■■員員  員１５人（先着順）　■■持持■■物物   込込筆記用具、定規、はさみ

はびきの市民大学　☎ 072-950-5503　℻ 072-950-5650
●感染予防対策のため、入室の際、検温・手指消毒していただいた後、着席してください。
●マスクの着用をお願いします。　●講座の詳細は市民大学ウェブサイトをご覧いただくか、お問い合わせください。
■■場場 ■■所所 LIC はびきの 3 階 視聴覚室　■■￥￥  各 800 円
■■申申■ ■ 込込込込 当該講義日の1週間前～前日までに来館・電話・FAX にて　※定員に達し次第締切
社会の中の音楽家たち～フランス革命から普仏戦争まで～

（大阪音楽大学提携講座）
■■とと■ ■ きききき ８月 4 日㈬・18 日㈬・24 日㈫13:00 ～14:30
※ 24 日㈫のみ 3 階 音楽実習室

御伽草子の世界 ■■とと■ ■ きききき 8 月 20 日㈮・２7日㈮10:30 ～12:00
新しい時代に接続可能な文化をさぐる（学長企画講座） ■■とと■ ■ きききき ８月7日㈯・14 日㈯・28 日㈯10:30 ～12:00
■■場場 ■■所所 LIC はびきの 3 階 視聴覚室　■■対対■ ■ 象象象象 小・中学生（大人も可）　■■定定 ■■員員  員各 30 人※先着順

現役大学生 昆虫食活動家かずきとまなぶ昆虫食入門 ■■とと■ ■ きききき 8月7日㈯15:00～16:30　■■￥￥  500円（来館・銀行振込）
■■申申■ ■ 込込込込 8 月 6 日㈮までに来館・電話・FAX にて

言葉で遊ぼう！ ■■とと■ ■ きききき 8月11日㈬10:30～12:00　■■￥￥  300円（来館・銀行振込）
■■申申■ ■ 込込込込 8 月 7 日㈯までに来館・電話・FAX にて

市民会館、各コミュニティセンター教室生募集　申込みは窓口まで。詳細はウェブサイトまたはお問い合わせください。
市民会館
☎ 072-958-2311

丹治はやプラザ
☎ 072-937-2355

石川プラザ
☎ 072-950-2002

ＭＯＭＯプラザ
☎ 072-957-5553

●歌声くらぶ
●万葉集講座
●日本書紀講座
●フラワーアレンジメント

●女性のための瞑想・癒しヨガ
●リフレッシュヨガ
●太極拳
●民踊
●はじめてのフラダンス

●健康・美人大学
●土曜ベーシックヨガ
●やさしいヨガ
●ママヨガ
  （6 カ月～ 2 歳児とママ）
●フラダンス
●ゆう～遊太極拳
●背骨コンディショニング

●ベビーダンス
  （3 カ月～ 2 歳前後）
●キッズ☆ベビーダンス
  （1 歳半～就学前）
●リフレッシュヨガ㈬ ※二部制
●リフレッシュヨガ㈭
●ベーシックヨガ㈭ ※二部制
●ストレッチヨガ㈯ ※二部制
●書を楽しむ㈮
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広告掲載に関する問い合わせは  株式会社ホープ ☎ 092-716-1404

－ スポーツ －  
市民体育館（西浦）教室参加者募集　
申込受付は　市民体育館（西浦）  ☎ 072-958-2340
第２回 ミニバスケットボール教室
■■とと■ �■ �きききききき 7 月1日～ 9 月 9 日㈭（全１０回）18:30 ～20:00
■■対対 ■■象象  � �象象象象小学 5、6 年生の男女。市外の方も参加可。
       ※ 4 年生以下は応相談
■■定定 ■■員員   員員若干名　■■￥￥   ￥￥5,240 円（保険料含む）

第２回 朝 YOGA 教室
■■とと■  �■  �きききききききき 7 月10 日～10 月 2 日㈯（全10 回）

〔Ａｸﾗｽ 9:30 ～10:30〕〔B ｸﾗｽ10:50 ～11:50〕
■■対対 ■■象象  � �象象象象18 歳以上の男女。（市外も可）
■■定定 ■■員員   員員若干名（継続者優先のため）　B クラスのみ受付可
■■￥￥   ￥￥3,500 円（保険料含む）

第２回 整ヨガ教室
■■とと■  �■  �きききききききき 7 月12 日～ 9 月 27 日㈪（全10 回）

〔Ａｸﾗｽ18:30 ～19:30〕〔B ｸﾗｽ19:50 ～20:50〕
■■対対 ■■象象  � �象象象象18 歳以上の男女。（市外も可）
■■定定 ■■員員   員員若干名（継続者優先のため）B クラスのみ受付可
■■￥￥   ￥￥3,500 円（保険料含む）

掲載の教室等については、新型コロナウイルス感染症の拡大状況などにより、内容の
変更や、延期・中止の可能性があります。

はびきのコロセアム教室参加者募集　
はびきのコロセアム  ☎ 072-937-3123
大阪エヴェッサチアダンススクール
■■とと■  �■  �きききききききき 9 月 6・13・20・27 日㈪キッズ 17:00 ～18:00
■■場場 ■■所所  所メインアリーナ
■■対対 ■■象象  � �象象象象キッズ：4 歳～年長 ( 市外も可)
■■定定 ■■員員   員員20 人  ■■持持 ■■物物   物物運動できる服装・上靴・飲み物・着替え 
■■￥￥   ￥￥6,600（保険料含む）  ■■申申 ■■込込   込込8 月 30 日㈪ 9:00 ～

（電話申込不可、代理可、申込時に参加費持参。）

ＳＳＫテニススクール（駒ヶ谷テニスコート）　
申込受付は　☎ 072-957-5963
※詳細はウェブサイトをご覧ください。
夏休み短期集中レッスンのご案内！！
■■とと■  �■  �きききききききき 8 月 2・3・5・6 日16:30 ～17:20 ※雨天中止
■■対対 ■■象象  � �象象象象小学校 1～3 年生　■■￥￥   ￥￥1,100 円（1回）
短期集中テニスレッスン。いろんな動きや練習を行い、ラ
リーが出来るようになることを目指します！
・動きやすい服装でお越しください。ラケットをお持ちでない方
はお貸しいたします。お電話でお申込み時にお申し付けください。
※テニスが初めての方から経験者まで、レベルに合わせた
クラスで受講いただけます。詳しくはウェブサイトをご覧い
ただくか、お電話でお問い合わせください。

第 36 回羽曳野市ソフトテニス連盟
会長杯大会の参加者募集

日時 令和３年 9 月 26 日㈰　試合開始 9:00
【予備日】10 月３日㈰

場所 市民体育館外西浦テニスコート

対象 市内在住・在勤・在クラブの高校生以上また
は連盟が認めた方

部門
男子･1部（高校生以上）女子・1部（高校生以上）
男子 ･2 部（40 歳以上）女子・2 部（40 歳以上）
男子 ･3 部（60 歳以上）女子・3 部（60 歳以上）

参加費 １チーム 2,000 円（高校生は 1,500 円）

申込

電話かＦＡＸで申込。（8月1日㈰～9月13日㈪）
【猪砂 ( いのさこ ) ☎ 072-956-4788・携帯
090-3821-7547・FAX 926-6996】または

【渡辺 ☎・FAX072-911-4940・携帯080-
5779-3089】

羽曳野市バドミントン連盟
会長杯大会の参加者募集

日時 令和３年 9 月 26 日（日）
場所 羽曳野市立総合スポーツセンター

対象 市バドミントン連盟登録者（当日登録可能で
年間登録費 1 人 500 円、学生は免除）

部門

男子ダブルス・女子ダブルス：１部・２部・
３部（初心者）・シニアの部（45 歳以上）
※申込状況により種目を変更・調整させてい
ただく場合があります。

参加費 1 人につき 1,000 円

申込

令和３年 8 月 30 日㈪までに下記へ申込※
FAX で申込の場合は必ず電話にて到着確認を
お願いします。市役所別館３階スポーツ振興課
☎ 072-958-1111・ＦＡＸ 072-956-7196

問合せ 羽曳野市バドミントン連盟会長　大江洋之
090-7762-5066
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現在、羽曳野市では市立中央スポーツ公園内に市
民プールの整備を進めており、令和４年７月中に
は市民プールとして市民の皆様にご利用いただけ
る予定です。

【整備内容】　
「25 ｍプール」「小プール」「幼児プール」「多目的
スペース」など
※幼児プールには、幼児用スライダーなどの遊具
を設置予定。
※多目的スペースは、プール開設時には、複数の
大型ビニル製プールを設置し、他の期間はボール
遊びなどが出来るスペースとして活用予定。

［問合せ］スポーツ振興課 ☎ 072-947-3901( 直通 )

※プール完成イメージ

プール開放事業の中止のお知らせ
令和元年度、「駒ヶ谷小学校」において実施しましたプールの一般開放事業は、新型コロナウイルス感染症の感染
拡大防止の観点から、今夏は中止させていただきます。
※「はびきの埴生学園プール（中央スポーツ公園内）」の一般開放事業は市民プール建設工事のため、中止となり
ます。ご理解とご協力をお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［問合せ］スポーツ振興課

■体長 2 ～ 4cm ほど、光沢のある黒色で、首の部分が赤いのが特徴です。
■幼虫が桜、梅などのバラ科の樹木に寄生し、4 月頃から 8 月頃までフラス（木くず・糞の混合物）を排出します。加
害が進むと、枯死や落枝、倒木におよぶことがあります。農作物や生態系に被害が拡大されることも懸念されています。
■発見した場合は写真を撮るなどし、下記問い合わせ先までご連絡ください。成虫は、まん延防止のため、捕殺をお
願いします。（生きたまま持ち運ぶのは法律により禁止されています。）また、成虫の拡散防止のため防虫ネット施工（写
真①）や被害樹へ薬剤注入（写真②）をお願いします。
■ ■ 問問問問 大阪府環境農林水産部みどり推進室みどり企画課
☎ 06-6210-9557
市役所道路公園課みどり推進室
☎ 072-947-3707（直通）

 特定外来生物 クビアカツヤカミキリにご注意を ‼

写
真
①

写
真
②

元プロ野球選手の西田直斗氏（元阪神タイガース：内野手）をお招きし、
野球教室を開催いたします！
■■とと■ ■ きききき 8 月 20 日㈮10:00 ～12:00
■■対対 ■■象象  小学生  持ち物：グローブ、バット、動きやすい服装 
■■￥￥   ￥￥500 円（保険料込み、当日現金にてお支払いください）

申込受付は　グレープヒル公園事務所
☎ 072-958-5511
※詳細はウェブサイトをご覧ください。
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●社会福祉協議会● 総合福祉センター（市役所別館）1階⑦番　 ☎072-958-2315　 FAX 072-958-3853
http://www.hasyakyo.net/　Eメール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp

公益社団法人
羽曳野市シルバー人材センター

野々上 4-5-12    ☎ 072-936-1500    FAX 072-936-1511
http://habikinosc.ec-net.jp    E メール：habislv@silver.ocn.ne.jp

●シルバー会員募集中
【資格】・市内在住の 60 歳以上の健康で働く意欲のある方　・事業趣旨に賛同していただける方
【入会方法】入会説明会の参加（必須）後、申込書類・年会費（※）2,000 円を期日までに提出してください。
※令和 3 年 4 月分～令和 4 年 3 月分まで。（入会した日から 1 年分ではありません。）

【入会説明会】事業説明・入会手続きの案内など　※出張での入会説明の実施あり。お問い合わせください。
市役所別館 2 階 研修室 8 月10 日㈫・9 月 24 日㈮13:30 ～
シルバーワークプラザ 3 階 研修室 8月 20日㈮・9 月14 日㈫13:30 ～
8 月、9 月は以下の施設でも実施します（事前申込。申込はセンター事務局へ電話にてお願いします。）

陵南の森公民館 2 階 8 月 24 日㈫（視聴覚室）
9 月 8 日㈬（研修室 1）

市民会館 2 階 会議室 3 8 月 6 日㈮
羽曳野市立中央図書館地下 1 階 会議室（LIC はびきの内）9 月 28 日㈫

●シルバー人材センターへの仕事依頼
　公共的、公益的な団体です。安心して仕事をお任せください。見積無料！お気軽にご依頼ください。

【網戸張替え】【自転車修理】【襖・障子張替え】【家事手伝い】【チラシ配布作業】【除草作業】【施設管理】【清掃作業】など。

●手作り布マスク販売中　こども用もあります！
■■場場■■所所  所・シルバー人材センター事務所
　　 ・自転車修理店「ちゃりんこ」
　　　（古市 4-5-1）
■ ■ ￥￥￥￥ 1 枚 300 円

愛の献血にご協力を♡（400ml 限定）
8 月 6 日㈮10:00 ～16:30 LIC はびきの （羽曳野ライオンズクラブ共催）
8 月19 日㈭10:00 ～16:30（12:00 ～13:00 休憩） コーナン西浦店
＊献血カードをお持ちの方は、【献血方法別の次回献血可能日】をご確認ください。
＊本人確認のため、受付時に本人確認書の提示をお願いする場合があります。

●腐葉土販売中　完全国産！
ふるい通しの良質な腐葉土です。
■ ■ ￥￥￥￥ 10 リットル袋：180 円
    20 リットル袋：300 円
1 本からでも無料で配達を承ります。

￥2,000
￥20,000
￥10,000
￥3,000
￥2,000
マスク 600 枚

四ツ葉のクローバー 涌元 順子
浅田 照次
浅田 悦弘
服部 品子
匿　　名
株式会社トータルベネフィット

善意のご寄付ありがとうございます

（令和 3 年 6 月 敬称略）飛鳥の真銅善夫様より今年も
ぶどう1.2ｋｇ入り 81ケースを
ご寄付いただき、市内施設に
配布させていただきました。 「ベビっこひろば」8 月はお休みです。

■ ■ 問問問問 ベビーハウス社協　☎ 072-930-0240

広 
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広告掲載に関する問い合わせは  合同会社 IM 総合企画  ☎ 072-275-5449
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相　談 日　時 会　場 予約 ・ その他

法律相談

3 日㈫・10 日㈫・17 日㈫・24 日㈫
31 日㈫・9 月 7 日㈫ 13:00 〜 17:00 市役所 1 階 市民相談室 要予約 ☎ 072-957-4000 　定員 7 人（1 日）、相談時間 30 分

●市内在住・在勤・在学の方対象
●相談回数は 1 人 1 回（年度内）
●陵南の森総合センターでは靴下着用（素足厳禁）

5 日㈭・19 日㈭・9 月 2 日㈭
13:00 〜 17:00 陵南の森総合センター

行政相談 11 日㈬ 13:00 〜 15:00 市役所 1 階 市民相談室 国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。☎ 072-958-1111 内線 1070

女性相談
4 日㈬・13 日㈮
9 月 1 日㈬ 13:30 〜 16:30 市役所 4 階 人権推進課（電話・面接）人間関係、暴力、からだのことなど、女性が抱える悩みを専門の相談

員が一緒に考えます。要予約。☎ 072-958-1111 内線 1055
25 日㈬13:30 ～16:30 陵南の森公民館（電話・面接）

消費生活相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］
10:00 〜 16:00 ※受付 15:30 まで 市役所 2 階 消費生活相談室 契約上のトラブル、悪質商法による被害、クーリング・オフなどに

関するご相談。☎ 072-947-3715

障害者生活相談

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
9:00 〜 17:30 支援センターはる 身体・知的障害者の方のご相談、障害者の就業に関するご相談。

☎ 072-931-1607 ／ＦＡＸ 072-931-2030
㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
8:45 〜 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障害児の方のご相談。

☎ 072-950-1530 ／ＦＡＸ 072-950-1531
㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
10:00 〜 17:00 相談支援事業所フレンドハウス 精神障害者の方のご相談。

☎ 072-937-7898 ／ＦＡＸ 072-937-7898
㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
9:00 〜 16:00 支援センターホープ 精神障害者の方のご相談。

☎ 072-957-2175 ／ FAX 072-957-2176

障害者雇用相談 第 3 ㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所 Ａ棟 西会議室 障害福祉課に予約。
☎ 072-958-1111 内線 1150 ／ＦＡＸ 072-957-1238

育児相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜 17:00 保健センター ☎ 072-956-1000
教育相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］10:00 〜 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） ☎ 072-958-7867
家庭児童相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜 17:00 市役所 1 階 家庭支援課 家庭支援課に予約。☎ 072-947-3837 （直通）
ひとり親家庭相談 毎週㈫㈮ 9:15 〜 17:00 市役所 1 階 家庭支援課 家庭支援課に予約。☎ 072-947-3836（直通）

保育士による育児相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜 17:00 子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可。
［ふるいち］ ☎ 072-958-3308 ［むかいの］ 携帯 080-8880-7898

総合相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜 17:00 人権文化センター 人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要、電話または直接お越
しください。　地域人権協議会　☎ 072-937-0860

就労をめざす若者の
ための無料相談会

第 1 ㈮ 13:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室
南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441

第 3 ㈮ 13:00 ～ 17:00 市民会館 3 階 第 6 会議室
ボランティア相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜 17:00 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 

（社会福祉協議会事務所）
予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
☎ 072-958-2315総合福祉相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜 17:00

介護相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜 17:00 市役所 A 棟 1 階
（社会福祉協議会在宅支援課）

予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
☎ 072-950-0950

生活自立相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜 17:00 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

生活困窮のさまざまな原因に支援員が相談に応じて支援計画を策定
し、その方にあった自立に向けて支援を行います。
予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
☎ 072-958-2315

学習相談 毎日［㈷は除く］9:00 〜 17:00 LIC はびきの 1 階 市民大学 ☎ 072-950-5503･ ＦＡＸ 072-950-5650
市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 第 3 ㈫ 13:00 〜 16:00 市役所 2 階 農業委員会事務局 前日までに予約。先着 3 人。
☎ 072-958-1111　農業委員会事務局まで

地域就労相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜 17:00 地域就労支援センター（人権文化
センター内および 産業振興課内）

電話または直接お越しください。☎ 072-937-0860
（就職斡旋は行っておりません。） 

青少年相談コーナー
（16 ～おおむね 25 歳）㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～ 17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）を

専門の担当者がお受けします。☎ 0721-25-1553

税理士による
無料税務相談センター 18 日㈬・27 日㈮ 13:00 ～ 16:00 市役所 1 階 市民相談室

所得税・相続税、経理などに関する相談。（相談時間約 30 分）
一般納税者で税理士の関与がない方対象、要予約
近畿税理士会 富田林支部 事務局　☎ 0721-25-6250（平日 10:00 ～ 15:00）

8 月の相談日程（無料）
お気軽にご相談ください

※相談当日はマスクを着用
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、開催を見合わせる場合があります。
※事前に自宅で検温し、発熱や体調不良のある方は来場をお控えください。

広告掲載に関する問い合わせは  合同会社 IM 総合企画  ☎ 072-275-5449
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－ 市民のページ － パソコン「パワーポイント入門講座」

と
き

9 月 2 日㈭
13:30 ～ 16:00

基礎と設定
9 月 9 日㈭ プレゼン資料の作成
9 月16 日㈭ プレゼンの設定、編集

■■場場 ■■所所  所市民会館 2 階 会議室　■■対対 ■ ■ 象象象象 20 歳以上の初心者
■■定定 ■■員員   員員12 人（多数の場合抽選）　■ ■ ￥￥￥￥ 1,300 円（3 回分 / テキスト代込） 
■ ■ 他他他他 Windows10 使用　■■申申 ■ ■ 込込込込［郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号］
を記入の上、はがきで申込み。8 月 10 日㈫必着。 〒 583-8585 羽曳野市社
会福祉協議会気付、羽曳野ＩＴサポート会宛。 ※当会ウェブサイトから申込み可。
■ ■ 問問問問 羽曳野 IT サポート会（本田）
☎ 072-939-3733　携帯 090-5169-9031

マンツーマン・パソコンセミナー　基礎から応用 ①ワード ②エクセル
■■とと ■ ■ きききき ㈪～㈮ 9:30/12:30/15:00 ※各 2 時間
■■場場 ■■所所   問問陵南の森生きがい情報センター内
■■￥￥   問問各講座10,000 円（5 回分 / テキスト代込）※分納可（1 回 2,000 円）
■■申申 ■・■・込込込込 ■ ■ 問問問問 河内飛鳥 UNIC 会（島）　携帯 090-3716-3203

古市古墳群コフニスト養成講座　第 4 回 「古墳の見方③～埴輪・副葬品～」
■■とと■■きき   きき9 月 5 日㈰14:00 ～16:00　■■場場■■所所  所羽曳野市民会館 3 階 会議室
■■講講■■師師   象象大阪国際大学教授 笠井敏光氏　■ ■ ￥￥￥￥ 500 円（資料代等）　■■定定 ■■員員   込込30 人
■■申申 ■ ■ 込込込込 8月6日㈮～8月29日㈰までにメール申込み。（住所・氏名・電話番号を記入）
メール fieldmuseumtalk.shiyukai@gmail.com
■ ■ 問問問問 NPO 法人フィールドミュージアムトーク史遊会（至田）　携帯 090-3825-6412

今
後
の
開
催
予
定

回 講座名 講座日程 会場／集合
5 古
市
古
墳
群
の
見
方

①北部の古墳（講座）10 月 2 日㈯ エコプラザはにふ
6 ②北部の古墳（現地）11 月 6 日㈯ 恵我之荘駅
7 ③中部の古墳（講座）12 月 5 日㈰ 羽曳野市民会館
8 ④中部の古墳（現地）令和 4 年 1 月 8 日㈯ 土師ノ里駅
9 ⑤南部の古墳 ( 講座 ) 令和 4 年 2 月 6 日㈰ エコプラザはにふ
10 ⑥南部の古墳 ( 現地 ) 令和 4 年 3 月 5 日㈯ 古市駅

里親相談会
　里親制度やこどもたちのこと、with
里親の私たちとお話しませんか？
■■とと■■きき   きき8 月 21日㈯ 10:00 ～12:00
■■場場■■所所  所 カフェ ハピバール
　　 （西浦1112-2）※駐車場あり
■■申申■■込込・・問問 ■■問問  問問電話・メール申込。
高鷲学園 with 里親　☎ 072-959-2202
メール  withsatooya@takawashigakuen.com

はびきのおもちゃ病院
■■とと■■きき   きき8 月 8 日㈰ 9:00 ～12:00
■■場場 ■■所所  所市役所別館 2 階
■■￥￥   ￥￥部品交換の場合は実費負担
■■問問   問問羽曳野市社会福祉協議会
☎ 072-958-2315（平日のみ）

夏休み！早朝「タケルくん体操」
　子どもから高齢者の方まで気軽に
楽しくできるタケルくん体操！気持
ちよく身体を動かしましょう。
■■とと ■ ■ きききき 8 月 6 日㈮　※雨天中止

［1回目］6:15 ～　［2 回目］6:40 ～
※それぞれ約10 分間
■■場場 ■■所所   問問峰塚公園 
■■￥￥   問問無料（自由参加）
■ ■ 問問問問 NPO 法人羽曳野市柔道整復師会
今村整骨院　☎ 072-952-7352

広 

告

広告掲載に関する問い合わせは  合同会社 IM 総合企画  ☎ 072-275-5449

教えて消費生教えて消費生活Q＆A活Q＆A 　 　～～トイレの水漏れ修理～トイレの水漏れ修理～
Q. トイレが詰まったのか床に水が漏れていたので、ネットで調べた事業者に電話した。料金は 3,000 円と言われ、安いと
思ったので修理を依頼した。その日に事業者の訪問があり現場確認後、便器がすり減っているので便器の交換が必要と言わ
れた。断ることができず、次々工事を勧められ 20 数万円の料金を請求されたが、高額で支払えない。
A. 「今、作業をしないと大変なことになる」などと消費者の不安を煽り、追加の工事等を次々に勧め、その場で高額な契約
をさせるケースがあります。最初に依頼した修理と異なる工事等を勧められても、その場で契約せず、本当に必要な工事かど
うかよく検討しましょう。賃貸住宅の場合は管理会社に連絡し、戸建て住宅の場合は、高額な修理代金を請求されても慌て
て契約せず、消費生活センター等に相談してください。

【消費生活相談】㈪～㈮10:00 ～12:00 ／13:00 ～15:30（相談受付）まずは電話でお問い合わせください。
消費生活センター（市役所本館２階） ☎ 072-947-3715（直通）



現
議
員
の
今
任
期
中
最
後
と
な
る
第
２
回
定
例
会

は
、
６
月
４
日
か
ら
６
月
28
日
ま
で
の
、
25
日
間
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
市
長
に
よ
る
専
決
処
分
な
ど
14
件

の
報
告
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
17

件
の
議
案
、
１
件
の
諮
問
、
１
件
の
請
願
及
び
１
件
の

議
員
提
出
議
案
が
上
程
さ
れ
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
意
見
書
と
し
て
「
刑
法
の
性
犯
罪
に
関
す

る
規
定
に
つ
い
て
更
な
る
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
」、

「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
の
速
や
か
な
批
准

に
向
け
た
環
境
整
備
を
求
め
る
意
見
書
」、「
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
支
援
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」
が
そ
れ
ぞ
れ

上
程
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
で
は
、
各
議
案
の
審
議
結
果

や
10
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
の
内
容
、
各
常
任
委

員
会
の
審
査
結
果
等
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

1

5
月
28
日
㈮

6
月
4
日
㈮

6
月
11
日
㈮

6
月
14
日
㈪

6
月
18
日
㈮

6
月
21
日
㈪

6
月
28
日
㈪

　

〇
議
会
運
営
委
員
会

・
幹
事
長
会
議

〇
本
会
議
１
日
目

・
議
案
審
議

〇
本
会
議
２
日
目

・
一
般
質
問
（
５
議
員
質
問
）

・
幹
事
長
会
議

〇
本
会
議
３
日
目

・
一
般
質
問
（
５
議
員
質
問
）

〇
総
務
文
教
常
任
委
員
会

〇
民
生
産
業
常
任
委
員
会

〇
議
会
運
営
委
員
会

〇
本
会
議
４
日
目

・
委
員
長
報
告
等

〇
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

◇◇
定
例
定
例
会
の
あ
ゆ

会
の
あ
ゆ
みみ
◇◇

〒583-8585  羽曳野市誉田 4-1-1
 羽曳野市議会事務局　℡ .072-958-1111
 羽曳野市ウェブサイトからもご覧いただけます。

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
広
瀬 

公
代 　

 

竹
本 

真
琴 　

 

外
園 

康
裕

　
花
川 

雅
昭 　

 

渡
辺 

真
千 　

 

上
薮 

弘
治 

　
黒
川 　
実 ◆ 

編 

集 

後 

記 

◆

こ
の
２
年
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
で
、
市
や
学
校
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
又
は
縮
小
さ
れ
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
日
常
生
活
や
仕

事
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
終
息
の
め
ど

は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
行
政
と
市
民
の
皆
さ
ま
が
一
体

と
な
っ
て
感
染
防
止
等
に
取
り
組
み
、
今
年
こ
そ
コ
ロ

ナ
と
の
長
い
闘
い
に
終
止
符
を
打
ち
ま
し
ょ
う
。

今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
で
は
、
主
に
１
０
名
の
議

員
に
よ
る
一
般
質
問
の
内
容
と
、
２
つ
の
常
任
委
員
会

の
審
査
結
果
を
中
心
に
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
の
氏
名
の
下
に
つ
い
て
い
る
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ラ
イ
ブ
映
像
や
録

画
映
像
、
議
事
録
等
を
ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

現
編
集
委
員
で
の
市
議
会
だ
よ
り
は
、
今
回
が
最

後
と
な
り
ま
す
。
次
回
か
ら
は
新
た
な
編
集
委
員
の
も

と
で
、
さ
ら
に
身
近
で
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
議
会
へ
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和３令和３年第年第２２回定例会報告回定例会報告　　
　　　　議決結果・一般質問等　　　　議決結果・一般質問等

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
日
程

　

第
３
回
の
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催
す
る

予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
10
時
か
ら
で
す
。

10
月
４
日
（
月
）　

本
会
議
（
役
員
選
挙
）

10
月
５
日
（
火
）　

本
会
議
（
役
員
選
挙
）

10
月
12
日
（
火
）　

本
会
議
（
議
案
審
議
）

10
月
19
日
（
火
）　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

10
月
20
日
（
水
）　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

10
月
22
日
（
金
）　

本
会
議
（
一
般
質
問
）
予
備
日

10
月
25
日
（
月
）　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

10
月
26
日
（
火
）　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
予
備
日

10
月
27
日
（
水
）　

民
生
産
業
常
任
委
員
会

11
月
１
日
（
月
）　

民
生
産
業
常
任
委
員
会
予
備
日

11
月
２
日
（
火
）　

建
設
企
業
常
任
委
員
会

11
月
５
日
（
金
）　

本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）

（
た
だ
し
、
こ
の
日
程
は
、
議
事
等
の
都
合
に
よ
り

一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

委
員
長
　
金
銅
宏
親
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受
け
た
１
件

の
議
案
及
び
１
件
の
請
願
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
令
和
３
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）】

　

小
学
校
の
調
理
業
務
等
委
託
料
に
関
し
、
唐
突
に
民

間
へ
調
理
業
務
を
委
託
す
る
の
は
拙
速
す
ぎ
る
。
ま
た
、

給
食
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
社
員
等
の
雇
用
及
び
労
働

条
件
の
確
保
が
保
証
さ
れ
て
い
な
い
、
な
ど
と
し
て
反

対
と
す
る
者
２
名
。
一
方
、
今
回
の
補
正
予
算
は
、
情

報
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
す
る
回
数
の
拡
充
及
び

家
庭
学
習
の
た
め
の
ル
ー
タ
ー
の
追
加
購
入
等
に
関
す

る
も
の
で
、
何
ら
問
題
は
な
い
。
ま
た
、
調
理
業
務
等

委
託
に
つ
い
て
、
委
託
料
の
裏
付
け
と
雇
用
に
関
し
、

十
分
な
精
査
と
配
慮
を
要
望
し
賛
成
と
す
る
者
３
名
の
、

賛
成
と
す
る
者
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
中
学
校
の
全
員
給
食
の
早
期
実
施
を
求
め
る
請
願
】

　

急
い
で
実
施
す
る
よ
り
も
、
安
全
・
安
心
な
も
の
と

な
る
よ
う
、
し
っ
か
り
検
討
し
て
か
ら
実
施
す
べ
き
と

し
て
、
不
採
択
と
す
る
者
１
名
。
一
方
、
こ
の
請
願
の

趣
旨
に
つ
い
て
は
、
市
と
し
て
も
実
施
し
て
い
く
検
討

段
階
に
入
っ
て
お
り
、
全
国
的
に
も
高
い
割
合
で
実
施

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
教
育
活
動
の
一
環
で
あ
る

中
学
校
給
食
を
早
期
に
実
施
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
意

は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
、
な
ど
と
し
て
採
択
と
す
る
者

４
名
の
、
採
択
と
す
る
者
多
数
に
よ
り
、
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
産
業
常
任
委
員
会

委
員
長
　
樽
井
佳
代
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　

民
生
産
業
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受
け
た
２
件

の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
敬
老
祝
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
】

　

カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
の
見
直
し
な
ど
前
回
よ
り
前
進
し

た
提
案
内
容
で
は
あ
る
が
、
対
象
年
齢
の
削
減
に
つ
い

て
は
賛
成
で
き
な
い
。
様
々
な
観
点
か
ら
高
齢
者
の
健

康
、
ま
た
移
動
手
段
の
確
保
な
ど
、
今
後
さ
ら
な
る
議

論
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
に

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
立
道
の
駅
し
ら
と
り
の
郷
羽
曳
野
条
例
及
び

羽
曳
野
市
立
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
す
る
の
は
、
メ
リ
ッ
ト
も

デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
市
に
と
っ
て
住
民
ニ
ー
ズ
の
把

握
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
指
定
管
理

者
と
の
定
期
的
な
会
議
等
に
よ
り
、
十
分
住
民
ニ
ー
ズ

の
把
握
は
可
能
で
、
何
ら
問
題
は
な
い
。
施
設
の
利
用

料
は
、
移
行
後
も
抑
え
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。
側
道

の
交
通
渋
滞
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
大
阪
府
と
協
議

を
進
め
る
こ
と
等
を
要
望
し
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
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市議会だより市議会だより

−市議会だより　令和3年（2021年）8月−

議案番号 件　　　名 結　果

報　告      ４
５

６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17

地方自治法第 180 条の規定による市長の専決処分の報告について
専決処分の報告について（羽曳野市 GIGA スクール校内通信ネットワーク整備事業に係るネットワーク機器
の取得の変更）
専決処分の報告について（羽曳野市税条例等の一部を改正する条例）
専決処分の報告について（令和２年度羽曳野市一般会計補正予算（第 17 号））
専決処分の報告について（令和２年度羽曳野市土地取得特別会計補正予算（第３号））
専決処分の報告について（令和３年度羽曳野市一般会計補正予算（第２号））
専決処分の報告について（令和３年度羽曳野市一般会計補正予算（第３号））
繰越明許費繰越計算書について（令和２年度羽曳野市一般会計予算）
繰越明許費繰越計算書について（令和２年度羽曳野市土地取得特別会計予算）
令和２年度羽曳野市水道事業会計継続費の予算繰越しについて
令和２年度有限会社はびきのエル・エスの事業状況及び決算の報告について
令和３年度有限会社はびきのエル・エスの事業計画及び予算の報告について
令和２年度株式会社みのりの里の事業状況及び決算の報告について
令和３年度株式会社みのりの里の事業計画及び予算の報告について

報　　告
承　　認

承　　認
承　　認
承　　認
承　　認
承　　認
報　　告
報　　告
報　　告
報　　告
報　　告
報　　告
報　　告

議　案  　10    
32
33
34
35
36
37

38
39
40
41

42
43
44
45
46
47
48

羽曳野市敬老祝金条例の一部を改正する条例の制定について
固定資産評価員の選任に係る同意について
固定資産評価審査委員会委員の選任に係る同意について
令和３年度羽曳野市立中央スポーツ公園市民プール整備工事の請負契約について
羽曳野市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例の制定について
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例の制定について
羽曳野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市税条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市立道の駅しらとりの郷羽曳野条例及び羽曳野市立健康ふれあいの郷グラウンド・ゴルフ場条例の一
部を改正する条例の制定について
羽曳野市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定について
令和３年度羽曳野市一般会計補正予算（第４号）
令和３年度羽曳野市財産区特別会計補正予算（第１号）
羽曳野市立河原城中学校屋内運動場大規模改修工事の請負契約について
羽曳野市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について
令和３年度羽曳野市一般会計補正予算（第５号）

継続審査
同　　意
同　　意

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

原案可決

即日原案可決
原案可決

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

議　提   　１ 羽曳野市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 即日原案可決

諮　問  　 １ 人権擁護委員の推薦について 同　　意

請　願   　１ 中学校の全員給食の早期実施を求める請願 採　　択

意　見  　 １
２
３

刑法の性犯罪に関する規定について更なる見直しを求める意見書
女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准に向けた環境整備を求める意見書
ヤングケアラー支援の充実を求める意見書

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

諸般の報告 報　　告

 第 2 回定例会で審議された案件と議決結果

2

 議案等に対する各議員の状況　( 全会一致でない議案等の賛否 )　○賛成　×反対

議 案 等
番　  号

会派名 市民クラブ市民クラブ 日本共産党日本共産党 公明党公明党 大阪維新・大阪維新・
無所属の会無所属の会

自由民主党自由民主党
議員団議員団 

議
員
名

        

結 

果

花
川
　
雅
昭

樽
井
佳
代
子

金
銅
　
宏
親

今
井
　
利
三

広
瀬
　
公
代

渡
辺
　
真
千

笹
井
喜
世
子

若
林
　
信
一

外
園
　
康
裕

通
堂
　
義
弘

笠
原
由
美
子

百
谷
　
孝
浩

竹
本
　
真
琴

上
薮
　
弘
治

黒
川
　
　
実

松
井
　
康
夫

議案  43 原案可決 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長請願　１ 採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○

※松井康夫議員は議長職のため採決には加わらず。
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広
瀬
公
代
（
日
本
共
産
党
）

《
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
》

●
質
問　
温
暖
化
の
影
響
で
か
つ
て
な
い
災

害
が
起
こ
る
中
、
現
在
4
0
5
自
治
体
が

2
0
5
0
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
実
質
ゼ
ロ
を

表
明
。
政
府
は
新
た
に
造
る
公
共
建
築
物
に

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
の
標
準
化
と
既
存

の
建
物
へ
の
設
置
の
加
速
を
求
め
た
。
当
市

の
取
組
と
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
数
値
目
標
、計
画
は
。

●
答
弁　

具
体
的
な
数
値
目
標
は
設
定
し
て

い
な
い
が
、
今
後
も
公
共
施
設
の
更
新
等
に

合
わ
せ
て
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
な
ど
、

環
境
に
配
慮
し
た
施
設
の
運
営
に
努
め
る
。

●
要
望　
脱
炭
素
社
会
は
、
人
類
の
未
来
に

と
っ
て
重
要
な
課
題
。
国
が
2
0
5
0
年
ま

で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
ゼ
ロ
を
目
標

に
掲
げ
て
い
る
の
に
合
わ
せ
て
、
当
市
で
も

早
急
に
数
値
目
標
を
立
て
、
脱
炭
素
社
会
を

し
っ
か
り
構
築
す
る
よ
う
、
具
体
的
な
施
策

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

《
生
活
保
護
に
つ
い
て
》

●
質
問　
扶
養
照
会
は
、
生
活
保
護
の
申
請

を
た
め
ら
う
大
き
な
要
因
。
今
年
度
か
ら「
扶

養
が
期
待
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
人
に
の
み

行
う
」
と
生
活
保
護
問
答
集
が
改
正
さ
れ
た

が
、
当
市
で
は
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
た
の

か
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
っ
て
家
で
過
ご
す

時
間
が
増
え
る
中
、
エ
ア
コ
ン
等
の
光
熱
費

が
重
い
負
担
。
熱
中
症
予
防
と
し
て
、
夏
季

加
算
を
実
施
す
る
考
え
は
。
ま
た
、
一
人
の

職
員
が
受
け
持
つ
ケ
ー
ス
数
が
多
す
ぎ
る
。

職
員
を
採
用
す
る
時
期
と
人
数
の
予
定
は
。

●
答
弁　

申
請
者
か
ら
十
分
に
聞
き
取
り
、

従
前
よ
り
厚
生
労
働
省
の
通
達
と
同
様
の
取

扱
い
を
し
て
い
る
。
電
気
料
金
を
心
配
し
て

エ
ア
コ
ン
の
利
用
を
控
え
る
と
、
健
康
被
害

の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
健
康
管
理
、
家
計

管
理
の
助
言
・
指
導
を
し
て
い
る
。
職
員
は

社
会
福
祉
士
職
を
含
む
３
職
種
に
つ
い
て
９

月
１
日
付
で
の
採
用
に
向
け
選
考
中
。

●
要
望　
扶
養
照
会
が
あ
る
だ
け
で
、
申
請

者
に
と
っ
て
は
重
い
障
害
に
な
る
。
生
活
保

護
は
憲
法
第
25
条
で
保
障
さ
れ
た
最
後
の
砦
。

夏
季
加
算
の
実
施
や
職
員
の
増
員
で
、
申
請

者
に
寄
り
添
っ
た
温
か
い
対
応
を
望
む
。

《
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
》

●
質
問　
今
年
度
、
市
単
独
で
行
う
未
就
学

児
の
子
ど
も
の
均
等
割
２
分
の
１
減
免
に
は

約
8
4
0
万
円
必
要
だ
が
、
義
務
教
育
終
了

ま
で
の
拡
充
に
必
要
な
金
額
と
実
施
の
考
え

は
。
国
保
の
基
金
の
活
用
金
額
と
残
高
は
。

ま
た
、
社
会
保
障
で
あ
る
国
保
の
意
義
と
役

割
へ
の
考
え
は
。

●
答
弁　

６
月
本
算
定
時
点
で
の
国
保
加
入

の
義
務
教
育
の
子
ど
も
は
約
1,
2
0
0
人

で
、
約
2,
3
0
0
万
円
必
要
（
法
定
減
免

等
考
慮
せ
ず
）。
年
齢
拡
充
は
府
の
調
整
会

議
で
国
へ
の
要
望
を
検
討
中
。
基
金
は
保
険

料
の
激
変
緩
和
と
子
ど
も
の
均
等
割
減
免
に

１
億
円
活
用
し
、
約
８
億
５
千
万
円
残
る
。

国
保
は
全
国
民
が
医
療
保
険
に
加
入
し
、
い

つ
で
も
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
国
民
皆

保
険
制
度
の
基
礎
。
社
会
保
障
制
度
の
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

●
要
望　
国
保
は
他
の
医
療
保
険
に
入
れ
な

い
人
た
ち
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
だ
が
、
保

険
だ
か
ら
相
互
扶
助
で
も
あ
る
と
し
て
、
国

の
補
助
金
を
減
ら
し
、
自
治
体
の
一
般
会
計

か
ら
独
自
繰
入
れ
も
や
め
さ
せ
、
必
要
な
給

付
を
保
険
料
で
賄
お
う
と
す
る
中
で
、
保
険

料
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
る
。
国
民
の
健

康
向
上
に
寄
与
す
る
と
い
う
当
初
の
目
的
を

基
本
に
据
え
、
無
職
、
年
金
生
活
、
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
の
方
々
の
命
と
健
康
を
守
る
国
保
の

運
営
に
力
を
尽
く
し
て
ほ
し
い
。

一
般
質
問

竹
本
真
琴

（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

《
地
域
課
題
に
つ
い
て
》

●
質
問　
八
尾
富
田
林
線
羽
曳
野
工
区
第
２

期
整
備
の
進
捗
状
況
や
今
後
の
展
開
は
。

●
答
弁　

現
在
、
用
地
取
得
率
が
約
６
割
と

報
告
を
受
け
て
い
る
。
今
後
は
令
和
６
年
度

の
完
了
に
向
け
関
連
道
路
整
備
の
検
討
に
着

手
す
る
。

●
質
問　
①
八
尾
富
田
林
線
と
接
続
す
る
道

路
整
備
に
関
す
る
今
後
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
は
。

②
地
元
地
域
と
の
調
整
や
協
議
状
況
は
。

●
答
弁　

①
今
年
度
に
概
略
設
計
を
実
施
し
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。
②
関
係
町
会
に
本
道

路
の
必
要
性
を
説
明
し
て
い
る
。

●
質
問　
羽
曳
山
住
宅
前
バ
ス
停
付
近
の
渋

滞
に
つ
い
て
対
策
を
講
じ
る
考
え
は
あ
る
か
。

●
答
弁　

右
折
車
線
が
な
い
た
め
に
生
じ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
羽
曳
野
警
察
署
と

協
議
を
進
め
、
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　

八
尾
富
田
林
線
が
開
通
す
る
と
、

羽
曳
山
住
宅
前
バ
ス
停
付
近
の
渋
滞
が
悪
化

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
矢
印
信
号

や
時
差
信
号
へ
の
変
更
を
含
め
早
急
に
渋
滞

解
消
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

《
教
育
の
課
題
に
つ
い
て
》

●
質
問　
給
食
セ
ン
タ
ー
は
老
朽
化
し
、
早

期
に
事
業
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

安
心
・
安
全
な
給
食
の
提
供
と
セ
ン
タ
ー
の

今
後
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

令
和
元
年
に
建
替
基
本
構
想
を
策

定
後
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
決
定
に
至
っ
て
い

な
い
状
況
で
あ
り
、
学
校
給
食
の
提
供
に
大

き
な
懸
念
が
あ
る
た
め
、
小
学
校
全
校
分
を

賄
え
る
新
セ
ン
タ
ー
整
備
に
注
力
し
た
い
。

新
し
い
施
設
整
備
は
最
短
で
も
約
３
年
を
要

し
、
約
3,
7
0
0
食
分
の
代
替
と
し
て
の
民

間
委
託
を
令
和
４
年
４
月
に
開
始
し
た
く
補

正
予
算
に
計
上
し
た
。

●
要
望　
中
学
校
全
員
給
食
の
早
期
実
現
を

目
指
し
て
い
る
市
長
の
方
針
の
下
、
ま
ず
は

目
の
前
の
課
題
で
あ
る
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整

備
に
注
力
し
、
安
心
・
安
全
な
給
食
を
提
供

で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
を
願
う
。

●
質
問　
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
で
は
オ

ン
ラ
イ
ン
に
適
し
た
環
境
に
整
備
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
を
活
用
し
て
海
外
と
の
リ
モ
ー

ト
交
流
を
行
う
こ
と
へ
の
当
市
の
見
解
は
。

●
答
弁　

今
後
海
外
の
学
校
と
の
リ
モ
ー
ト

交
流
に
取
り
組
む
学
校
が
出
て
く
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
る
。
市
教
委
と
し
て
は
取
り
組
む

学
校
の
支
援
等
を
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
海
外
と
の
交
流
は
感
性
を
引
き
出

す
取
組
に
直
結
す
る
と
考
え
る
。
早
期
実
現

で
き
る
よ
う
協
議
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

《
当
市
の
政
策
課
題
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
内
の
①
令
和
２
年
分
と
今
年

の
転
入
・
転
出
状
況
は
。
②
過
去
10
年
間
の

推
移
は
。
③
最
も
転
出
が
多
い
年
齢
層
は
。

●
答
弁　

①
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
３
年
５
月
31
日
ま
で
の
転
入
者
は

4,
8
1
8
名
で
、
転
出
者
は
5,
2
2
1
名
。

②
転
入
者
が
３
万
2,
9
8
1
名
、
転
出
者

は
３
万
6,
9
2
7
名
で
約
4,
0
0
0
人
の

転
出
超
過
。
③
直
近
６
年
間
で
は
20
歳
か
ら

34
歳
の
転
出
超
過
が
多
く
、
特
に
転
出
超
過

の
総
数
2,
3
2
2
名
の
う
ち
、
20
歳
か
ら

29
歳
が
1,
8
3
3
名
と
な
っ
て
お
り
、
20

代
の
転
出
超
過
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

●
意
見
　
ま
ち
の
成
長
の
原
動
力
は
人
の
力

で
あ
り
、
持
続
可
能
な
自
治
体
運
営
を
し
て

い
く
上
で
現
役
世
代
の
定
住
促
進
は
不
可
欠

で
あ
る
。
働
き
や
す
く
子
育
て
に
適
し
た
環

境
づ
く
り
や
当
市
が
持
つ
資
源
や
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
生
か
し
、
ま
た
各
方
面
で
活
躍
し
て

い
る
方
々
と
の
連
携
を
含
め
、
戦
略
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
念
頭
に
、
自
主
財
源
の
確
保
や

住
民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん

で
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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市議会だより市議会だより

−市議会だより　令和3年（2021年）8月−

上
薮
弘
治

（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

《
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
つ
い
て
》

●
質
問　
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種
、
個
別
接

種
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
が
、進
捗
状
況
は
。

●
答
弁　

個
別
接
種
に
つ
い
て
は
６
月
１
日

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
市
内
39
の
医
療
機
関
で

接
種
し
て
い
た
だ
け
る
体
制
と
な
っ
て
お

り
、
６
月
10
日
現
在
、
5,
3
9
4
人
分
の

ワ
ク
チ
ン
を
配
送
し
て
い
る
。
集
団
接
種
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
６
月
10
日
現
在
、

１
万
3,
8
3
2
人
が
１
回
目
の
接
種
を
終

了
し
て
い
る
。
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
は
、

９
月
末
に
は
一
般
の
方
へ
の
接
種
が
終
了
で

き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
る
。

●
質
問　
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
関
し
て
は
、
令

和
２
年
５
月
の
臨
時
議
会
及
び
６
月
定
例

会
に
お
い
て
、
当
市
の
独
自
施
策
と
し
て

財
政
調
整
基
金
が
取
り
崩
さ
れ
て
い
る
が
、

現
時
点
で
の
基
金
残
高
は
。
ま
た
、
万
が

一
こ
の
コ
ロ
ナ
対
応
と
同
時
に
自
然
災
害

等
が
発
生
し
て
財
政
調
整
基
金
が
枯
渇
す

る
よ
う
な
場
合
、
他
の
基
金
か
ら
の
繰
入

れ
は
で
き
る
の
か
。

●
答
弁　

財
政
調
整
基
金
の
残
高
に
つ
い

て
は
、
令
和
２
年
度
の
複
数
回
に
わ
た
る

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
補
正
予
算
に
お
い

て
、
そ
の
財
源
と
し
て
最
終
現
計
予
算

と
し
て
は
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
れ
を

16
億
7,
0
0
0
万
円
計
上
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
補
助
金
が
手
厚
く
措
置
さ
れ
た
こ

と
や
、
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
公
共
施
設
の

閉
館
や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、
医
療
費
に
対
す

る
扶
助
費
の
減
少
な
ど
も
あ
り
、
最
終
的
に

は
１
億
円
の
繰
入
れ
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

令
和
２
年
度
末
で
約
39
億
3,
4
0
0
万
と
な

っ
て
い
る
。
自
然
災
害
等
で
の
復
旧
で
財
政

調
整
基
金
が
足
り
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、

災
害
復
旧
事
業
の
場
合
、
災
害
の
規
模
に
応

じ
て
国
庫
補
助
や
交
付
税
算
入
の
あ
る
地
方

債
な
ど
の
財
源
措
置
が
さ
れ
る
た
め
、
ま
ず

は
こ
れ
を
活
用
し
た
上
で
、
使
途
が
決
ま
っ

て
い
る
基
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
使
途
に
合

致
す
る
事
業
の
財
源
と
す
る
形
で
繰
入
れ
す

る
こ
と
に
よ
り
、
実
質
的
に
は
一
般
会
計
全

体
と
し
て
の
財
源
調
整
を
行
え
る
こ
と
に
な

る
。

●
要
望　
現
在
の
大
阪
は
、
コ
ロ
ナ
で
重
篤

と
な
っ
た
患
者
の
病
床
数
が
非
常
に
逼
迫
し

た
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ら
を
改
善
さ
せ
る
た

め
に
は
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
て
い
た
だ
き
、
重
篤
化
の
リ
ス
ク
を

回
避
し
て
い
く
こ
と
が
緊
急
事
態
宣
言
の
解

除
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
考
え
る
。
職
員
の

皆
様
や
協
力
病
院
、
関
係
者
各
位
に
は
感
謝

を
申
し
上
げ
る
と
同
時
に
、
大
変
な
仕
事
で

あ
る
が
、
引
き
続
き
の
ご
尽
力
を
お
願
い
す

る
。
ま
た
、
市
の
独
自
策
に
関
し
て
は
、
緊

急
事
態
宣
言
の
延
長
に
伴
い
、
日
々
の
生
活

に
支
障
を
来
し
て
い
る
方
々
が
た
く
さ
ん
お

ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
自
然
災
害
の
復
旧
費

を
過
去
の
デ
ー
タ
か
ら
算
出
し
て
、
そ
れ
以

外
を
市
民
の
命
を
守
る
意
味
合
い
か
ら
も
、

今
後
の
社
会
情
勢
に
よ
っ
て
は
当
市
の
独
自

施
策
も
検
討
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い

す
る
。
ま
ず
は
、
逼
迫
し
て
い
る
重
篤
な
患

者
の
病
床
数
を
確
保
す
る
た
め
、
さ
ら
に
安

心
・
安
全
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況
を
つ
く

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
つ
い
て

通
堂
義
弘
（
公
明
党
）

《
情
報
格
差
の
解
消
に
つ
い
て
》

●
質
問　

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め
ば
、

様
々
な
手
続
き
が
ス
マ
ホ
で
行
え
る
よ
う
に

な
る
だ
け
に
、
高
齢
者
へ
の
支
援
に
努
め
る

必
要
が
あ
る
。
総
務
省
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
扱
う
こ
と
が
苦
手

な
人
を
対
象
に
無
料
の
講
習
会
を
実
施
す
る

が
、
こ
の
よ
う
な
国
の
施
策
に
対
し
て
、
当

市
は
ど
ん
な
対
応
を
す
る
の
か
。
通
信
事
業

者
と
の
連
携
は
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

情
報
格
差
の
解
消
に
向
け
、
大
阪

府
と
企
業
が
連
携
し
て
検
討
し
て
い
る
、
地

域
連
携
型
ス
マ
ホ
教
室
の
開
催
の
取
組
に
参

画
し
、
今
年
度
中
の
実
施
を
予
定
。
高
齢
者

を
対
象
に
基
本
的
な
利
用
方
法
や
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
行
政
手
続
の
講
習
会
を
全
国
で
実
施

し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
時
点
で
の

詳
細
に
つ
い
て
は
未
定
と
な
っ
て
い
る
。
貸

出
し
の
予
定
は
な
い
が
、
情
報
格
差
の
解
消

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
く
。

●
要
望　
情
報
機
器
を
持
た
な
い
人
は
、
今

後
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
に
支
障
が
出
る
お

そ
れ
が
あ
る
。
高
齢
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
、
貸
出
し
、
助

成
金
制
度
の
実
施
を
要
望
す
る
。

《
公
園
施
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
し
た
公
園
遊

具
の
点
検
整
備
状
況
の
情
報
が
一
覧
で
見
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。
障
害
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
み
ん
な
が
一
緒
に
遊
べ
る
公

園
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
を
取
り
入
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

●
答
弁　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
た
も
の
は

な
い
が
、
日
常
的
な
安
全
点
検
は
保
守
点
検

や
触
診
点
検
な
ど
、
１
か
所
の
公
園
に
つ

き
年
間
12
回
実
施
し
て
い
る
。
峰
塚
公
園

に
つ
い
て
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
当

市
で
は
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
障
害
の

有
無
に
係
わ
ら
ず
、
誰
も
が
一
緒
に
利
用

で
き
る
公
園
整
備
を
目
指
し
、
今
後
も
で

き
る
だ
け
多
く
の
方
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

多
角
的
な
視
点
か
ら
公
園
整
備
を
進
め
て

い
く
。

●
要
望　
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
公
園
の
検
索

や
ど
の
よ
う
な
遊
具
が
あ
る
か
な
ど
、
情
報

発
信
を
行
え
ば
他
市
か
ら
も
当
市
の
公
園
に

訪
れ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
。
障
害

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
で
も
一
緒
に
遊

べ
る
公
園
と
し
て
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園

の
導
入
を
要
望
す
る
。

《
西
浦
交
差
点
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
西
浦
交
差
点
の
渋
滞
の
原
因
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。

●
答
弁　

当
該
交
差
点
西
側
に
お
い
て
は
、

現
状
は
１
車
線
の
中
に
左
折
、
直
進
車
と

右
折
車
が
並
ん
で
通
行
し
て
い
る
が
、
大

型
車
が
混
入
す
る
と
車
線
が
塞
が
る
状
態

と
な
り
、
交
差
点
へ
の
進
入
は
困
難
と
な

る
た
め
、
渋
滞
が
発
生
す
る
。
西
側
の
渋

滞
対
策
と
し
て
、
車
線
を
広
げ
る
こ
と
が

効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
年
度

は
周
辺
土
地
の
状
況
、
地
下
埋
設
物
の
机

上
調
査
、
各
施
設
管
理
者
や
関
係
権
利
者

と
の
調
整
を
行
い
、
進
め
て
い
る
。
次
年

度
以
降
は
、
課
題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、

設
計
業
務
に
着
手
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。

●
要
望　
西
浦
町
会
内
を
抜
け
る
車
も
増
え

て
お
り
、
そ
こ
は
西
浦
小
学
校
の
通
学
路
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
こ
の
交
通

量
が
増
え
る
と
事
故
の
原
因
に
も
な
る
。
渋

滞
緩
和
と
と
も
に
安
全
対
策
へ
の
取
組
も
要

望
す
る
。
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市議会だより市議会だより

−市議会だより　令和3年（2021年）8月−

百
谷
孝
浩

（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

《
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

 

教
育
行
政
つ
い
て
》

●
質
問　
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
不
安
で
自
主

的
に
登
校
を
控
え
て
い
る
家
庭
は
あ
る
の
か
。

●
答
弁　

市
立
学
校
の
出
席
停
止
者
数
は
６

月
４
日
現
在
で
73
名
。

●
質
問　
児
童
・
生
徒
等
が
コ
ロ
ナ
感
染
や

濃
厚
接
触
者
と
し
て
特
定
さ
れ
た
場
合
、
出

席
停
止
者
に
対
す
る
学
習
サ
ポ
ー
ト
は
。

●
答
弁　

学
習
プ
リ
ン
ト
、
連
絡
プ
リ
ン
ト

の
配
付
等
を
実
施
。
緊
急
事
態
宣
言
下
に
お

い
て
、
試
験
的
な
取
組
と
し
て
、
出
席
停
止

の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、
家
庭
に
通
信
環

境
が
あ
る
等
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
、
保

護
者
か
ら
の
申
請
で
授
業
ラ
イ
ブ
配
信
を
受

け
ら
れ
る
。

●
質
問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
の
現
状
と
課
題
は
。
ま
た
、
児
童
・

生
徒
や
教
職
員
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

●
答
弁　

５
校
を
先
行
モ
デ
ル
校
と
し
て
検

証
段
階
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
課
題
は
、
家

庭
で
の
リ
モ
ー
ト
授
業
は
授
業
時
数
に
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
ず
出
席
扱
い
に
な
ら
な
い
。
サ
ポ

ー
ト
体
制
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
。

●
要
望　
家
庭
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
場

合
、
ど
の
家
庭
に
も
通
信
環
境
が
整
備
さ
れ
、

登
校
し
た
際
に
学
習
の
遅
れ
が
出
な
い
体
制

づ
く
り
や
、
夜
間
、
休
日
等
に
お
け
る
保
護

者
へ
の
連
絡
体
制
の
強
化
を
要
望
。

《
高
齢
者
や
障
害
者
の
た
め
の

 
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
》

●
質
問　
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
事
業
」
の
取

組
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

駅
前
で
の
歩
行
者
や
事
業
者
へ
の

啓
発
活
動
や
、
市
内
５
駅
全
て
の
周
辺
道
路

で
放
置
自
転
車
の
禁
止
区
域
を
設
け
、
街
頭

指
導
及
び
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

●
要
望　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
順
次
進
め
、

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
等
の
表
示
を
全
て
の
公
共
施

笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

《
介
護
ケ
ア
ラ
ー
・

 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
つ
い
て
》

●
質
問　
介
護
保
険
は
家
族
介
護
か
ら
介
護

の
社
会
化
へ
と
価
値
観
の
展
開
を
目
指
し
て

つ
く
ら
れ
た
。
２
本
の
柱
と
し
て
①
介
護
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
へ
の
制
度
②
家
族
の
介

護
負
担
を
少
な
く
し
、
高
齢
者
を
精
神
的
に

支
え
、
家
族
が
心
身
と
も
に
疲
れ
果
て
な
い

在
宅
ケ
ア
を
成
立
。
ま
た
家
族
の
ケ
ア
で
疲

れ
果
て
て
い
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
（
18
歳
未

満
の
ケ
ア
ラ
ー
）
が
い
る
。
そ
の
半
数
以
上

が
周
囲
の
大
人
に
相
談
せ
ず
実
態
に
気
づ
い

て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
小
・
中
学
校
で
も
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
立
場
で
日
々
の
生
活
を
送

っ
て
い
る
児
童
・
生
徒
の
実
態
把
握
及
び
そ

の
対
応
や
支
援
は
。

●
答
弁　

ケ
ア
ラ
ー
が
孤
立
し
な
い
た
め
に

社
会
全
体
で
支
え
、
重
層
的
支
援
体
制
づ
く

り
や
、
行
政
だ
け
で
な
く
福
祉
関
係
者
や
住

民
同
士
の
支
え
合
い
で
適
切
な
課
題
解
決
が

図
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
が
必
要
。
地
域
福
祉

計
画
で
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

従
来
よ
り
学
校
現
場
で
は
教
員
に
よ
る
見
守

り
、
生
活
ノ
ー
ト
等
の
記
述
内
容
等
で
児
童・

生
徒
の
家
庭
の
状
況
を
把
握
し
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
子
ど
も
た
ち
も
含
め
対

応
。
さ
ら
に
知
識
を
高
め
る
た
め
、
教
職
員

に
積
極
的
に
周
知
し
て
い
く
。

●
要
望　

家
族
介
護
で
心
身
と
も
に
苦
し

み
、
悩
み
抜
い
て
い
る
ケ
ア
ラ
ー
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
を
早
期
に
発
見
し
、
支
援
す
る
こ

と
を
要
望
す
る
。

《
流
産
・
死
産
を
経
験
し
た
女
性
へ
の

 

心
理
社
会
的
支
援
に
つ
い
て
》

●
質
問　
流
産
や
死
産
の
対
応
と
支
援
は
。

ま
た
、
母
体
の
産
後
健
診
及
び
産
後
ケ
ア
の

利
用
状
況
と
、
厚
労
省
か
ら
の
流
産
や
死
産

を
経
験
し
た
女
性
等
へ
の
心
理
社
会
的
支
援

に
つ
い
て
の
通
知
に
対
す
る
市
の
対
応
は
。

●
答
弁　

流
産
や
死
産
を
経
験
し
た
女
性
の

把
握
に
努
め
、
本
年
度
よ
り
健
診
事
業
の
助

成
を
行
っ
て
い
る
産
婦
健
康
診
査
を
活
用
。

●
要
望　
趣
旨
に
沿
っ
た
対
応
を
し
っ
か
り

と
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

《
陵
南
の
森
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
設
置
の

 「
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
」
の
更
新
に
つ
い
て
》

●
質
問　
健
康
器
具
「
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
」
の

更
新
は
市
民
要
望
が
強
い
が
、
そ
の
対
応
は
。

●
答
弁　

５
月
末
に
４
台
全
て
更
新
し
、
ス

カ
イ
ウ
ェ
ル
と
い
う
機
器
名
で
従
来
よ
り
も

効
果
的
に
通
電
で
き
る
仕
様
と
な
っ
た
。

《
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
女
性
の
貧
困
と
負
担 

 
軽
減
に
対
す
る
当
市
の
取
組
に
つ
い
て
》

●
質
問　
女
性
の
生
活
困
窮
者
対
策
の
取
組

と
、
貧
困
の
中
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
の

が
生
理
の
貧
困
の
実
態
。
５
人
に
１
人
の
若

い
女
性
が
金
銭
的
な
理
由
で
生
理
用
品
を
買

う
こ
と
に
苦
労
し
、
他
の
物
で
代
用
し
た
り

ネ
グ
レ
ク
ト
で
親
等
に
生
理
用
品
を
買
っ
て

も
ら
え
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
る
と
指
摘
が

あ
る
中
、
学
校
園
で
の
取
組
は
。

●
答
弁　

緊
急
的
支
援
と
し
て
災
害
備
蓄
品

を
活
用
し
、
福
祉
総
務
課
、
支
所
、
人
権
文

化
セ
ン
タ
ー
に
て
配
布
す
る
。
四
天
王
寺
大

学
に
も
提
供
し
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
生
理

用
品
を
購
入
し
難
い
女
子
学
生
の
支
援
を
進

め
る
。
学
校
園
で
は
子
ど
も
の
不
安
を
取
り

除
き
、
声
を
上
げ
や
す
い
対
応
に
取
り
組
む
。

●
要
望　
生
理
の
貧
困
は
大
き
な
問
題
。
学

校
園
で
は
女
子
ト
イ
レ
に
設
置
を
要
望
。
生

理
用
品
の
配
布
の
検
討
を
市
長
へ
緊
急
要
望

し
、
１
か
月
以
内
に
災
害
備
蓄
品
を
活
用
し
、

窓
口
配
布
を
実
施
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
感

謝
す
る
。

設
や
事
業
者
で
取
り
組
み
、
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
特
化
し
た
冊
子
を
作
成
し
、
配
布
す

る
こ
と
を
要
望
。

《
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
犬
猫
殺
処
分

 

ゼ
ロ
を
目
指
す
取
組
に
つ
い
て
》

●
質
問　
寄
附
金
の
使
い
道
で
犬
猫
殺
処
分

ゼ
ロ
を
目
指
す
取
組
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

●
答
弁　

捕
獲
器
を
購
入
予
定
で
、
災
害
時

の
ペ
ッ
ト
の
救
護
対
策
等
の
取
組
も
検
討
。

●
質
問　
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
や
地
域
で
飼
育
、
管

理
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
導
入
の
考
え
は
。

●
答
弁　

大
阪
府
の
動
物
愛
護
推
進
員
制
度

の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
環
境
保
全
や
野
良
猫
の
無
秩
序
な

繁
殖
抑
制
等
の
た
め
、
寄
附
金
の
使
い
道
を

Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
の
避
妊
去
勢
手
術
費
と
し
て
活

用
し
、
よ
り
近
い
動
物
病
院
の
確
保
と
、
積

極
的
な
動
物
愛
護
推
進
員
制
度
の
導
入
を
要

望
す
る
。

《
公
立
認
定
こ
ど
も
園
の

 

全
員
給
食
に
つ
い
て
》

●
質
問　
開
園
予
定
の
（
仮
称
）
西
部
こ
ど

も
未
来
館
で
の
給
食
に
つ
い
て
の
方
向
性
は
。

●
答
弁　

こ
ど
も
園
で
の
食
育
に
つ
い
て
、

教
育
・
保
育
活
動
の
一
環
と
し
て
捉
え
、
全

員
給
食
を
実
施
す
る
方
向
で
進
め
る
。

●
質
問　
「
こ
ど
も
未
来
館
た
か
わ
し
」
で

の
全
員
給
食
化
に
取
り
組
む
べ
き
だ
が
市
の

見
解
は
。

●
答
弁
　
令
和
３
年
度
中
に
全
員
給
食
化
に

向
け
て
方
向
性
を
決
定
し
た
い
。

●
要
望　
全
員
給
食
化
に
向
け
て
人
材
の
確

保
を
図
り
な
が
ら
、
民
間
業
者
へ
の
委
託

も
視
野
に
入
れ
、
１
号
、
２
号
認
定
の
子

ど
も
た
ち
が
同
じ
環
境
で
共
通
の
メ
ニ
ュ

ー
を
食
べ
る
こ
と
で
好
き
嫌
い
が
少
な
く

な
る
な
ど
か
ら
、
公
立
の
認
定
こ
ど
も
園

の
全
員
給
食
化
を
要
望
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
今
年
度
の
学
校
行
事
の
実
施
予
定
に
つ
い
て

●
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
と
相
談
体
制
及

び
支
援
に
つ
い
て

5



市議会だより市議会だより

−市議会だより　令和3年（2021年）8月−

笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

《
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
４

波
に
伴
い
大
阪
で
は
人
口
当
た
り
の
亡
く
な

ら
れ
た
方
が
東
京
を
上
回
り
、
自
宅
待
機
者

等
が
一
時
１
万
８
千
人
を
超
え
た
。
感
染
の

波
が
来
る
た
び
に
助
か
る
命
が
助
か
ら
な
い

事
態
を
２
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。

大
阪
で
も
医
療
体
制
を
立
て
直
し
、
感
染
拡

大
を
封
じ
込
め
る
政
策
転
換
が
必
要
。
①
ワ

ク
チ
ン
接
種
で
集
団
免
疫
が
つ
く
ら
れ
る
ま

で
相
当
時
間
が
か
か
る
中
、
各
自
治
体
が
独

自
の
検
査
の
拡
充
で
感
染
拡
大
を
抑
え
て
き

て
い
る
。
市
独
自
で
の
検
査
の
拡
充
へ
の
取

組
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
が
市
の
考
え
は
。

②
市
は
新
た
な
独
自
支
援
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
自
粛
と
補
償
は
一
体
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
昨
年
と
同
様
に
約
39
億
円
あ
る

財
政
調
整
基
金
を
活
用
し
、
市
独
自
支
援
策

は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。
③
開
催
す
れ
ば
国

内
感
染
、
医
療
状
況
に
必
ず
影
響
が
あ
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

●
市
長　

①
他
の
自
治
体
の
取
組
は
様
々
で

あ
る
が
、
本
市
と
し
て
は
市
民
の
命
を
守
る

た
め
、
早
期
の
集
団
免
疫
を
獲
得
す
る
こ
と
を

一
番
に
考
え
、ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
て
い
る
。

②
現
在
様
々
な
独
自
支
援
策
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
独
自
支
援
策
を
着
実
に
届
け

て
い
く
。
今
後
も
国
や
府
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
必
要
な
支
援
や
感
染
対
策
を
適
切
に
講
じ

て
い
く
。
③
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
当
市
に
お
い
て

答
え
る
立
場
で
は
な
い
。

●
要
望　
①
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
同
時
並
行
で
、

無
症
状
者
を
対
象
と
し
た
検
査
を
大
規
模
に

行
う
こ
と
、
ま
た
市
独
自
検
査
に
も
取
り
組

む
こ
と
を
強
く
要
望
。
②
国
や
府
に
支
援
策

を
求
め
、
財
政
調
整
基
金
を
活
用
し
て
、
市

民
の
声
を
聞
き
、
独
自
支
援
策
を
講
じ
る
こ

と
を
要
望
。
③
市
民
の
命
を
守
る
立
場
か
ら

も
東
京
五
輪
等
の
中
止
を
国
に
求
め
る
よ
う

強
く
要
望
。

《
公
共
施
設
の
施
設
改
善
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
市
役
所
本
庁
の
ト
イ
レ
の
洋
式

率
は
44.
8
%
で
、
改
修
に
取
り
組
む
べ
き
だ

が
ど
う
か
。
②
学
校
体
育
館
は
子
ど
も
た
ち

の
活
動
を
猛
暑
か
ら
守
る
と
と
も
に
、
災
害

時
に
は
避
難
所
の
役
割
を
持
つ
。
事
業
債
を

活
用
し
て
、
計
画
的
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
進

め
る
考
え
は
。

●
答
弁　

①
増
設
は
構
造
的
に
困
難
。
将
来

の
建
て
替
え
の
際
に
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

②
避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
体
育
館

は
20
か
所
あ
り
、
多
額
の
財
源
が
必
要
で
、

今
後
検
討
す
る
課
題
で
あ
る
。
当
面
は
災
害

物
資
の
充
実
に
努
め
る
。

●
要
望　
①
ト
イ
レ
ス
ペ
ー
ス
は
様
々
な
工

夫
や
方
法
を
検
討
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
快

適
に
利
用
で
き
る
よ
う
本
庁
ト
イ
レ
の
洋
式

化
を
強
く
要
望
。
②
す
で
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
し
て
い
る
先
進
市
を
参
考
に
事
業
債
、
補

助
金
等
を
活
用
し
、
命
を
守
る
取
組
と
し
て

進
め
て
い
く
よ
う
強
く
要
望
。

《
市
民
の
憩
え
る
公
園
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
問　
都
市
公
園
の
配
置
に
地
域
差
が
あ

る
が
、
市
有
地
な
ど
を
活
用
し
て
公
園
整
備

を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
考
え
は
。

●
答
弁　
周
辺
環
境
や
地
形
、
地
域
住
民
の

意
向
を
確
認
し
、
適
切
か
つ
計
画
的
に
検
討
。

●
要
望　
宅
地
化
が
進
む
中
、
様
々
な
手
段

を
講
じ
て
、
緑
や
田
畑
が
残
っ
て
い
る
間
に

早
急
に
整
備
計
画
を
つ
く
る
よ
う
強
く
要
望
。

渡
辺
真
千
（
日
本
共
産
党
）

《
コ
ロ
ナ
禍
で
の

 

学
校
生
活
に
つ
い
て
》

●
質
問　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
子
ど
も
の
変
化
を

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
で
情
報
機
器
を
使
う
時
間
制
限

に
つ
い
て
の
考
え
は
。
ま
た
、
端
末
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
必
要
な
費
用
は
。

●
答
弁　

子
ど
も
の
変
化
に
つ
い
て
は
我
慢

の
連
続
、
気
遣
い
か
ら
心
身
と
も
疲
弊
し
て

い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
長
期
欠
席
者
数
は

小
・
中
学
校
と
も
増
加
し
て
い
る
。
使
用
時

間
制
限
に
つ
い
て
は
課
題
が
見
ら
れ
た
場
合

に
検
討
す
る
。
維
持
管
理
に
必
要
な
費
用

は
年
間
約
8
0
0
万
、
更
新
時
期
に
は
約

３
億
8,
0
0
0
万
円
は
必
要
。

●
要
望　

端
末
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

国
の
責
任
で
継
続
す
る
よ
う
求
め
、
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
に
丁
寧
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
る
少
人
数
学
級
の
実
現
を
要
望

す
る
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
教
育
に
政
治

を
介
入
さ
せ
な
い
立
場
を
堅
持
し
て
い
く
こ

と
を
要
望
す
る
。

《
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
》

●
質
問　
2
0
1
9
年
度
の
子
育
て
サ
ロ
ン

の
開
催
場
所
と
回
数
、
参
加
人
数
は
。
ま
た

市
が
考
え
る
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、
子
育

て
支
援
の
具
体
的
な
施
策
を
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

子
育
て
サ
ロ
ン
の
開
催
は
、
14
校

区
で
約
1
2
0
回
、
乳
幼
児
、
保
護
者
で
計

約
3,
2
0
0
名
が
参
加
し
て
い
る
。
就
学

前
教
育
・
保
育
の
あ
り
方
に
関
す
る
基
本
方

針
の
見
直
し
作
業
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

安
心
し
て
産
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

●
要
望　
14
校
区
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
公
立

幼
稚
園
や
保
育
園
を
な
く
さ
ず
、
複
数
の
専

門
職
を
配
置
し
て
機
能
を
拡
充
し
、
妊
娠
時

か
ら
18
歳
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
い
、

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
要

望
す
る
。

《
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
》

●
質
問　
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を

利
用
で
き
な
い
方
へ
の
手
だ
て
は
具
体
的
に

行
わ
れ
た
の
か
。
次
に
、
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
や
す
い
介
護
や
障
害
者
の
事
業
所
、
学

校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
学
童
保
育
な
ど
に

勤
務
す
る
方
へ
の
接
種
は
ど
う
な
る
の
か
。

ま
た
、
65
歳
未
満
の
集
団
接
種
枠
と
個
別
接

種
枠
の
割
合
と
数
は
。

●
答
弁　

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
に
な
れ

な
い
方
へ
の
対
応
は
、
市
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
に
問
い
合
わ
せ
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
必
要
な
情
報
提
供
が
で
き
る
体
制
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生

し
や
す
い
職
場
の
方
々
へ
の
接
種
は
、
介
護

従
事
者
の
方
は
、
条
件
に
適
合
す
る
一
部
の

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
方
を
優
先
順
位
の
高

い
高
齢
者
施
設
等
の
従
事
者
の
範
囲
に
含
め

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
他
の
職

種
の
方
も
順
次
速
や
か
に
接
種
し
て
い
た
だ

く
。
65
歳
未
満
の
接
種
予
定
人
数
は
、
集
団

接
種
が
約
４
割
の
２
万
2,
0
0
0
人
、
個

別
接
種
は
約
６
割
の
３
万
人
。

●
要
望　
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
よ

っ
て
情
報
の
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
、
丁
寧

な
配
慮
を
要
望
す
る
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
タ
ー

が
起
こ
り
や
す
い
職
場
で
働
く
方
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
優
先
す
る
こ
と
を
要
望
。
誰
一

人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
安
全
で
迅
速
な
接

種
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。
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黒
川
実

（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
》

●
質
問　
夫
婦
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
、
Ｄ

Ｖ
が
増
加
し
て
い
る
と
聞
く
。
相
談
窓
口
な

ど
何
か
具
体
的
な
取
組
は
。

●
答
弁　
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
下
、

配
偶
者
暴
力
被
害
者
支
援
連
絡
会
議
を
必
要

に
応
じ
て
開
催
。
広
報
で
の
注
意
喚
起
、
市

Ｈ
．
Ｐ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
随

時
啓
発
し
て
い
る
。
女
性
相
談
を
第
１
、
第

４
水
曜
日
と
第
２
金
曜
日
に
専
門
の
相
談
員

に
よ
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

●
要
望　

で
っ
ち
上
げ
Ｄ
Ｖ
も
増
え
て
お

り
、
双
方
の
意
見
を
聞
く
こ
と
も
大
事
。
双

方
の
意
見
が
聞
け
る
Ｄ
Ｖ
相
談
窓
口
や
男
性

窓
口
の
体
制
を
整
え
て
ほ
し
い
。

《
共
同
親
権
、
共
同
養
育
に
つ
い
て
》

●
質
問　
離
婚
後
、
内
縁
の
夫
等
に
よ
る
連

れ
子
の
殺
害
や
性
的
暴
行
が
報
じ
ら
れ
、
親

権
を
有
さ
な
い
親
は
子
ど
も
の
家
庭
環
境
も

把
握
で
き
な
い
。
子
ど
も
の
連
れ
去
り
も
問

題
に
な
っ
て
い
る
中
、
国
で
法
改
正
の
検
討

を
始
め
た
共
同
親
権
、
共
同
養
育
に
つ
い
て

の
認
識
は
。
ま
た
、
今
後
の
取
組
は
。

●
答
弁　

子
ど
も
は
適
切
な
養
育
を
受
け
る

権
利
を
有
し
、
親
が
離
婚
し
て
も
面
会
交
流

や
養
育
費
を
受
け
る
こ
と
は
精
神
面
の
安
定

が
図
ら
れ
、
健
や
か
な
成
長
に
と
っ
て
有
意

義
な
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
方
策
等
は
、

今
後
の
国
の
動
向
も
注
視
し
て
い
く
。

●
要
望　
共
同
親
権
が
認
め
ら
れ
る
と
、
離

婚
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
精
神
的
な
影
響
等
も

緩
和
さ
れ
る
た
め
推
進
し
て
も
ら
い
た
い
。

《
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
》

●
質
問　
ひ
と
り
親
家
庭
の
養
育
費
に
つ
い

て
、
当
市
が
必
要
と
考
え
る
事
業
は
何
か
。

●
答
弁　

相
談
支
援
、
養
育
費
の
取
決
め
に

係
る
支
援
等
を
包
括
的
に
行
お
う
と
考
え
て

お
り
、
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

●
要
望　
国
よ
り
支
援
が
拡
充
さ
れ
、
離
婚

前
後
の
親
支
援
モ
デ
ル
事
業
や
離
婚
協
議
開

始
前
に
講
座
の
開
催
な
ど
が
あ
る
。
当
市
で

は
支
援
施
策
を
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
講
座

の
開
催
等
を
要
望
す
る
。

《
子
ど
も
の
虐
待
に
つ
い
て
》

●
質
問　
虐
待
に
対
す
る
取
組
は
。

●
答
弁　

生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
等
に
よ
り
、
学
校
生
活
や
普
段

の
生
活
習
慣
の
把
握
に
努
め
、
健
康
診
断
や

日
々
の
子
ど
も
と
の
関
わ
り
か
ら
変
化
を
見

取
り
、
対
応
し
て
い
る
。

●
要
望　
虐
待
は
早
期
発
見
が
重
要
。
特
に

性
的
虐
待
を
受
け
た
児
童
は
、
心
の
傷
も
深

く
、
ケ
ア
も
長
く
な
る
。
早
期
発
見
の
た
め

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
無
記
名
で
行
い
、
把
握
し

て
か
ら
記
名
で
行
う
な
ど
、
打
ち
明
け
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
望
む
。
ま
た
、
性
的
虐
待

を
受
け
て
い
な
い
か
等
の
内
容
も
ア
ン
ケ
ー

ト
に
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

《
学
校
園
の
行
事
に
つ
い
て
》

●
質
問　
学
校
園
の
行
事
を
コ
ロ
ナ
が
終
息

す
る
ま
で
何
も
考
え
て
い
な
い
の
か
。

●
答
弁　

開
催
時
期
の
状
況
を
注
視
し
、
可

能
な
限
り
保
護
者
に
園
児
の
日
頃
の
成
果
や

成
長
を
披
露
で
き
る
よ
う
、
創
意
工
夫
し
て

実
施
に
努
め
る
。

●
要
望　
コ
ロ
ナ
次
第
だ
が
、
観
覧
が
中
止

に
な
れ
ば
、
せ
め
て
撮
影
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
販

売
し
て
欲
し
い
と
の
声
も
あ
る
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
観
点
か
ら
販
売
は
難
し
い
と
い
う
こ

と
も
理
解
す
る
が
、
保
護
者
に
対
し
て
撮
影
、

販
売
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
各
園
、
各
学

校
独
自
の
対
応
が
で
き
る
と
思
う
。
子
ど
も

の
成
長
を
思
い
出
に
残
す
た
め
に
色
々
な
こ

と
を
考
え
、
思
い
出
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て

も
ら
い
た
い
。

外
園
康
裕
（
公
明
党
）

《
奨
学
金
を
返
済
中
の
方
へ
の

 

支
援
に
つ
い
て
》

●
質
問　

奨
学
金
の
返
還
が
で
き
な
い
延

滞
者
が
、
2
0
1
9
年
度
末
に
は
全
国
で
約

32
万
７
千
人
い
る
。
当
市
で
の
貸
与
型
奨
学

金
を
受
け
て
い
る
人
の
状
況
な
ど
を
把
握
し

て
い
る
か
。

●
答
弁　

当
市
で
は
調
べ
て
い
な
い
。

●
質
問　
「
奨
学
金
を
活
用
し
た
大
学
生
等
の

地
方
定
着
の
促
進
制
度
」
の
全
国
展
開
を
求

め
る
動
き
が
あ
る
。
一
定
期
間
定
住
し
就
職

す
る
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
た
人
に
は
奨
学

金
の
返
済
を
当
該
自
治
体
が
支
援
す
る
も
の
。

2
0
2
0
年
６
月
時
点
で
32
府
県
4
2
3
市

町
村
が
導
入
し
て
い
る
。
大
阪
府
下
で
は
大

東
市
と
和
泉
市
で
導
入
。
当
市
は
こ
の
制
度

を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

●
答
弁　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
は
全
国
的

な
課
題
で
あ
り
、
当
市
で
も
同
様
の
課
題
を

抱
え
て
い
る
。
当
市
で
は
、
同
様
の
制
度
の

実
施
は
し
て
い
な
い
が
、
新
規
就
農
者
に
対

す
る
支
援
や
当
市
内
で
創
業
さ
れ
て
い
る
方

へ
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
地
域
産
業
の
担
い

手
の
育
成
や
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
も
商
工
会
を
は
じ
め
関
係
団
体
等

と
も
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
意
見　
奨
学
金
返
済
の
苦
し
み
か
ら
脱
す

る
こ
と
が
で
き
た
人
が
貯
蓄
を
増
や
し
た
り

趣
味
を
広
げ
ら
れ
た
り
し
て
、
少
し
で
も
豊

か
に
暮
ら
せ
る
こ
と
が
人
口
減
少
の
歯
止
め

の
一
助
に
も
な
る
。
担
い
手
不
足
の
解
消
や

地
域
産
業
の
活
性
化
、
定
住
の
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
は
、
ま
さ
に
本
制
度
導
入

の
メ
リ
ッ
ト
と
も
合
致
す
る
。
し
か
も
、
国

か
ら
の
交
付
税
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

検
討
す
る
価
値
は
十
分
あ
る
。

《
歩
道
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
問　
市
内
の
歩
道
に
つ
い
て
、
点
検
な

ど
の
調
整
や
状
況
把
握
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
の
整
備
計
画
は
。

●
答
弁　

平
成
26
年
度
と
令
和
元
年
度
に
実

施
し
た
路
面
性
状
調
査
に
よ
り
、
舗
装
管
理

に
必
要
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
を
作
成
し
、

状
況
を
把
握
し
て
い
る
。
歩
道
の
通
行
が
困

難
と
な
る
箇
所
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
以
前

に
設
置
さ
れ
た
歩
道
に
多
く
あ
り
、
現
在
は

幅
員
の
確
保
、
緩
や
か
な
勾
配
に
留
意
し
て

い
る
。
今
後
も
高
齢
者
や
障
害
者
を
は
じ
め
、

誰
も
が
安
全
・
安
心
に
通
行
で
き
る
歩
道
整

備
を
進
め
て
い
く
。

●
質
問　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
基
準
で
整
備

さ
れ
た
歩
道
（
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
形
式
）
に
つ

い
て
も
、
よ
く
確
認
し
て
車
椅
子
や
シ
ニ
ア

カ
ー
の
利
用
者
も
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ

う
整
備
し
て
ほ
し
い
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
以

前
の
基
準
に
よ
る
設
置
箇
所
（
マ
ウ
ン
ト
ア

ッ
プ
形
式
）
に
つ
い
て
も
順
次
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

●
答
弁　

歩
道
を
改
善
す
る
に
は
、
周
辺
へ

の
影
響
を
見
据
え
、
隣
接
す
る
土
地
や
交
差

す
る
道
路
な
ど
の
地
形
状
況
と
費
用
対
効
果

を
総
合
的
に
勘
案
し
た
検
討
が
必
要
。

●
要
望　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に

あ
る
「
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
も
、
社
会
の
一
員
と
し
て
こ
れ

か
ら
の
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
私
た
ち
か
ら

行
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
こ
の
思
い
を
全
て
の
人
の
共
通
の
思
い
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
市
で
も
、

こ
う
い
っ
た
視
点
に
基
づ
い
て
歩
道
や
道
路

の
整
備
を
行
っ
て
ほ
し
い
。
全
て
の
人
が
安

心
し
て
通
行
で
き
る
道
路
へ
と
順
次
整
備
し

て
い
く
こ
と
を
要
望
す
る
。
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